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本 書 の 構成 


本 苦 は , 導入 編 と 解説 編 の 2 編 か ら 構 成 き れ て いま す . 導入 編 に は CP/M-80 の 起動 や ュ 
ビー ディ スク (バッ クア ッ プ ) の 作成 し いっ た CP/M-80 を 使い 始め て すぐ に 必要 と な る 操 
作 を 具体 的 に 示し て いま す . 解 説 編 に は ,CP/M-80 の 概要 や 各種 の ユマ ンド の 機能 な ど CP ン / 
M-80 を 応用 し て いた めじ 必要 な 事項 を 解説 し て いま す . 

以下 に 本 書 の 各 章 の 内 容 を 箇 単 に 示し ます . 2 

導入 編 

第 1 章 キーボード や ディ スク の 基本 的 な 取り 扱い 方 に つい て 
第 2 章 : CP/M-80 の 起動 の 方 法 
第 8 章 : コピ ー デ ィ ス ク (バッ クア ッ プ ) の 作成 方 法 に つい て 


第 4 章 : シス テム ディ スク の 作成 方 法 に つい て 5 
解 説 編 ] 
第 1 章 : ファ イル の 種類 や ファ イル 名 の 付け 方 に つい て の 


第 2 章 : コマ ンド の 種類 と 概要 

第 3 章 : CP/M-80 て 使用 で きる 入出 力 装置 に つい て 
第 4 章 : FM- 7 用 の CP/M-80 の 特長 

第 5 章 


CP/M-80 の 各種 コマ ンド の 使い 方 に つい て 
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填 1 曹 CP ン M-80 を 使用 する 前 に 


本 章 で は , CPM-80 を 使用 する た め に 必要 な ハー ドウ ェ ア , キー ボー ド や ディ スク の 取り 扱い 
方 な ど , CPM-80 を 使用 する 前 に 最低 限 必要 な こと に つい て 解説 し て あり ます . FM- 7 に て 初め 
て CPM-80 を 使用 する 時 に お 読み 下さ い 。 


| 


/ ャ レプ ウェア 指 成 


FM- 7 に て CPM-80 を 動作 きせ る た め に は , FM- 7 本 体内 に 2Z80 カー ド が 実装 きれ て な 〈 く て 
は な り ま せん 。Z80 カ ー ド の 実装 方 法 に つい て は , 付録 2 Z80 カ ー ド の 実装 を 参照 し て 下さ い . 

以下 に FM- 7 に て CP ン M-80 を 動作 きせ る た め に 必要 な ハー ドウ ェ ア お よび ある と 便利 は ハー 
ド 必 ま の を 示し ます . 


コ 


FM- 7 NEW 7 本 体 (MB25010 プ MB25015 

Z80 カ ー ド (MB28021) “ 

0O( ジ ロッ ビデ イペ クリ リト テニ ミト 

CPM-80 を 使用 する た め に は , 最低 1 台 の ミニ (マイ クロ ) フ ロッ ピ ィ ディ スク が 必要 で す . 
実用 的 に は 2 吾 以 上 の ミニ (マイ クロ ) フ ロッ ピ ィ ディ スク ユニ ッ ト が 必要 で す . 
CPZM-80 で は ミニ フロ ッ ピ ィ イデ イス ク と マイ クロ フロ ッ ピ イデ イス ZI は まう だ た K 回 旧 康 
2 使用 きま あお 。 た だ ただし,。 シ ステ ム デ イィ スク は ミニ フロ ョ ッ ピ Zi 提 供 5S 放 WW 
は 押 9 

CRT デ ィ ス プレ イ 

FM シリ ー ズ 用 の CRT デ ィ ス プレ イ な ら ば 問題 あり ませ ん . CPM-80 で は 一 画面 に 80 文 字 
X25 行 の 表示 が 行わ れ ま す の で , 家庭 用 TV アダ プ ブタ で の 使用 は 少し 無理 が あり ます 。 
ジル リ ジィ 

FM シリ ー ズ 用 の プリ ンタ な ら ば どれ で も 接続 で きま す 。 

RS-232C イ ンタ フェ ー ス カー ド (MB22406) 

RS-232C 回 線 を 使用 し て , 外部 の 機器 と 接続 する こと が で きま す 。 


本 カー ド に て , 富士 通 よ り 提 供 き れ て いる RJE/TSS 端 末 エ ミュ レー タ の オン ライ ンジ ラロ 
グラ リム を 実行 する こと が で きま す 。 し た が つ で オォ オンライン グロ グ ョ ララ パ 用 の JBS@⑥ カ 三 ド を 合 
用 する 必要 は ほ は ありません. 


1.2 キー ボー ド の 取り 扱い 


CPZM-80 に お ける 基本 的 な キー 操作 は F-BASIC な ど と 同じ で す . 本 節 で は , CPM-80 上 で 
の キー 操作 の 特長 に つい て 解説 し て あり ます 。 


⑯ PF キー 
PF キー に は , F-BASIC と 同じ よう に 1 つの キー に 対し て 最大 15 文 字 ま で の 文字 列 を 定義 する こ 
と が で き , PF キー を 押し た 時 に その キー に 定義 きれ て いる 文字 列 を も ,。 あたかも キー ボー ド よ り 入 
力 し た か の よ う に 発生 きせ る こと が で きま す . 例え ば , PF1 キ ー に DIR [回 と いう 4 文字 が 定義 き 
れ て いる 時 に , PF 1 キー を 押す こと に よっ て DIR [| と 入力 する こと が で きる わけ で す 。 

PF キー に 定義 きる れる 文字 列 は , \ (エン サイ ン ) ユマ ンド , MODSYS (モデ シィ イス) コマ ンド に よ 
っ て 再 定義 する こと が で きま す . また , 文字 列 の 再 定義 を 行わ な けれ ば , PF キー に は 次 の よう な 
文字 列 が 初期 設定 値 と し て 定義 され ます 。 


PF 1 =DIR | 同 PF 6 =SYSGEN 

PF2 =DIR A: 回 PF 7 =PIP 

PF3 =DIR B:[ 同 PF8 =FORMAT 回 | 

PE 4 =STAT DEM9E ニ 2@ ( |cTRL| -C) 

PF5 =\ KEY LIST[ PF10= へ X ( -X) 
⑯ エディ トキ ー 


CP/M-80 の コマ ンド 入力 時 (コマ ンド レベ ル ) で は , エディ イト キー を 使用 す る こと は で きま せ 
ん 。 エディ イト キー と は , 次 に 示す 10 個 の キー で す . 

INS 人 ンコ ボート [log] ホー ム 

CLS ジリ 2 スシ クリ に ニン 賠 上 矢印 

E イレ ー ズ ライ ン M 下 矢印 

DUP| デュ プリ ケー ト 回 題 計 逐 3H 

DEL| デリ ー ト 避 | を 右 失 色 
だ だ し , これ は CPZ/M-80 の コマ ンド レベ ル で の 話 で あっ て , アプ リケーション プロ グラ ム に て 
使用 する 時 に は この 限り で は あり ませ ん . 


回 


人 9 コン トロ ー ル キー 

コン トロ ー ル キー は 制御 娘 字 を 入力 す る 時 に 使用 し ます 。 こ の 本 の 中 で し きき で ほ い 
っ た 表現 が 出 で き ます が 。 それ は コン トロ ー ル ( ) キー を 押し な が りら C の キー を 押す に に 
を 意味 し で いま す . 


ーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ーー ニー ニニ ニニ ュー ニニ ニニ ーー ニー ニニ ニー ニー ニー 第 ] 斉 CPM-80 の ファ イル 
イル 


CPZM-80 の ュ コマ ンド 入力 時 (コマ ンド レベ ル ) に て 意味 を 持つ 制御 文字 ユマ ンド に は ,。 次 の 3 
つが あり まず すず 。 

[CTRL| -C シス テム の リプ ブー ト を 行い ます . 

-P 画面 に 表示 され る 文字 を プリ ンタ に も 出力 し ます 。 

-S 画面 へ の 出力 (表示 ) を 一 時 停止 し ます 。 


まだ , コマ ンド 入力 時 の で きる 行 編集 機能 と し て , 次 の 8 つの キー を 使用 で きま す 。 「 
ゃ M 
-H -R 
1 -O 
> -X 


制御 文字 コマ ンド お よび 人 行 編集 機能 に つい て は 「 解 説 編 第 2 章 CP ン M-80 の ユマ ンド 」 を 参照 し 
て じじ 癌 4 


価 BREAK キ ー 
BREAK キ ー を 押す と CPM-80 の ウォ ー ム スタ ー ト (リブ ー ト ) が 行わ れ ま す 。 BREAK キー n 
に よる リプ ブー ト は , CP ン M-80 の コマ ンド レベ ル だ け で な く 。 ア ブリ ケー ショ ン フ ョ ロク! ラム 目 (N ラ を 


ンジ ェ ン トコ マン ド ) の 実行 中 に お いて も 行わ れ ま す の で 注意 し て 下さ きい 。 


トコ T 
時 ( あ 巧 み 可 上 て) (た ご /(. 机 貞 3 る の に っ EE て 9 
2 A を ーー 


ーー ニニ ーーー こ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー こ ーー て ーーー ーー ーーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ンー て ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー~ こ 


1.9 ディ スク の 取り 扱い 


ディ スク の 取り 扱い 方 法 も 基本 的 に は F-BASIC と 同じ で す . 本 節 で は , CPZM-80 に お ける デ 
ィ ス ク の 取り 扱い の 特徴 に つい て 解説 し ます . 


⑯ 論理 ドラ イブ 

CP/M-80 で は ,、 ディ スク は すべ て ドラ イブ A か ら ド ライ ブ B ま で の 16 台 の 論理 ドラ イブ と し て 
AS は 9 ま 寺 DVS は ライ ジブ AN か が 5 ドラ イブ D ま で を ミニ (マオ イ クロ) フロ ッ ピ イィ ディ スク ド 
シシ 2 割当 あり ます 。 ド ライ ブ A が ミニ フロ ッ ピ イィ ディ スク の 0 番 の ドラ イブ に , ドラ イ 
ブ B が 1 番 の ドラ イブ に 対応 し て いま す . 

本 書 で は , すべ て ドラ イブ A, ドラ イブ B の 論理 ドラ イブ 名 を 用 いて 解説 し て あり ます ., また , 
論理 ドラ イブ と 実際 の ドラ イブ と の 対応 は 『 解 説 編 第 4 章 4.2 節 外部 記憶 装置 」 を 参照 し て 下さ い . 


人 ドド トライブ A の シス テム ディ スク 

CP/M-80 で は , ユマ ンド レベ ル に て -C と 入力 し て リプ ー ト を 行っ た 時 。j ぉ も び コ マ 
ンド (トラ ンジ ェ ン トブ ログラム) を 終了 する 時 に , ドラ イブ A の ディ スク か ら CP ノ /M-80 の シス 
テム を 読み 込み ます . し た が っ て , ドラ イブ A に は いつ も シス テム ディ スク を 挿入 し た 状態 に し て 
お (必要 が あり ます . も し , ドラ イブ A に シス テム デイ スク が 挿入 る れ て いな いと , CP ノ M-80 は 
巡 の よう な メッ セー ジ を 表示 し て 動作 を 停止 し て し まい ます . 


MARM START FAILED 


を の よ ょ うな 時 に は , ドラ イブ A に CP/M-80 の シス テム ディ スク を 挿入 し て か ら 6 リ セッ ト ボ タン 
を 押し て , CP/M-80 を 再起 動き せ て 下さ きい. 


⑯ ディ スク の 交換 

CPZM-80 が コマ ンド レベ ル に ある 時 , つま り 画 面 上 に A〉 (B〉 の 時 も ある) の よ うな シス テム 

プロンプト が 表示 され て いる 時 に は , 自由 に ディ スク を 交換 す る こと が で きま す 。 た だ し 。 デ イス 

ク を 交換 する 時 に は 次 の 2 点 を 必ず 守っ て 下さ きい. 

(1) ディ スク を 交換 し た ら キ ー ボ ー ド より -C と 入力 し て リプ ー ト を 行い ます . 

(2) ドラ イブ A に は 必ず CP/M-80 の シス テム デイ スク を 挿入 し ます 、 

補足 : シス テム デイ スク と は 。 デ イス ク の トラ ッ ク 0 と トラ ッ ク 1 に CP ノ /M-80 の シス テム コード 
(シス テム ブ ョ ログ ラム ) の 書き 込ま れ て いる デイ スク の こと で す 。 シ ステ ム デ イス ク は SY 
SGEN (シス ゲン ) コマ ンド を 用 いて 作成 し ます 。 詳し 〈 は 』『 必 入 編 第 4 章 シス テム デイ 
スク の 作成 」 を 参照 し て 下さ い . 


第 1 意 CP /M-80 を 使用 する 前 に _ 


1.4 フロ ウッ ピ ィ ディ スク の ラウ イグ アロ デ ンク ド 


ライ ト プ ロ テク ト (書き 込み 保護 ) と は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 対し て 書き 込み で き な い 状態 に 
する こと で あり , 大 切な ディ スク の 内 容 を 誤っ て 壊し て し まわ な いた だ ため に 用 いら れ ま す . ライ ト プ 
ロ テ ク ト を か けた フロ ッ ピ イデ イィ スク に 対し て 書き 込み を 行なう と する と エラ ー と な っ て , 書き 込 
みろ 動作 は 行わ れ ま せん . 


倫 ミニ フロ ッ ピ イィ ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト 邊 
ミニ フロ ッ ピ イィ ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト は , ディ スク の 右側 に 付い て いる 切り 込み を 専用 の を 


シー ル (ライ ト プ ロ テク トシ ー ル ) で ふる で こと に よっ て 行い ます . 


(書き 込み 可能 な 状態 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー マ ーーーーーーーー 


@ マイ クロ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の ライ ト プ ロ テク ト 
マイ クロ フロ ッ ピ ィ デ ィ イス ク の ライ ト プ ロ テク ト は , ディ スク の ラベ ル の 横 に ある 窓 を 開け る こ 
a (9 の (HASE9 鹿 


と ディ スク を 裏側 か ら 見 た 時 


上 に 上 げ る 


(書き 込み 可能 な 状態 ) (ライ ト プ ロ テク ト 状 態 ) 


b 人 As 


語 er : 
で りす 


イー イー て ーー マーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


| 第 2 章 CPM-80 の 起動 


但 ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 
CPZM-80 を 使用 する 時 に は , FM- 7 の 本 体 背 面 に ある ディ ッ プ スイ ッ チ の 1 番 の スイ ッ チ を 次 
の ょ うに ON に 設定 し ます . 


人 @ 電源 の 投入 
ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 が 正 し 〈 行わ れ た だら, FM- 7 の 電源 スイ ッ チ を 押し て 電源 を 入れ ます . 


人 ディ スク の 挿入 
CP ノ /M-80 の シス テム デイ スク を , ミニ フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク の ドラ イブ 0 に 挿入 し ます . シス 
テム ディ スク は ラベ ル の 貼っ て ある 面 を 左 に し て 下さ きい . 


語 山 


3 。  。@ リセ ッ ト ス イッ チ を 押す 
Re 。 FM_7 の 本 体 背 面 に ある リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て , CP/M-80 を 起動 し ます . 


1 
Pa 
MS 1。 : _ 守 | | < 7 
に リ = - | | EE ss / 
- て 革 っ ge コ た = ョ ーーーーーーーーーーーーーー- テ ^ 7 
「? ー ーー KU こっ _- 
し し っ bb 5 で _、 OU pk 
og- 3 に > al 
に LM 3 1 _ 


ーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ーー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニニ ーー ニー ニー ニニ ーー 第 2 年 CP ン /M-80 の 起動 


代 起動 メッ セー ジ 
CP ノ M-80 が 起動 きれ る と 次 の よう な 起動 メッ セー ジ が 表示 る れ ま す . 


) 交 NA 


し 0 


FM-7 CP/M-80 Ver2.2 56K SYSTEM MiNi-FLUPPY VERSTHN 


/ 
ロロ 
の 


CUPYRIGHT (C)〉 BY DIGTTAL RESEARCH / に 
FUJTTSU EEHNTNIEDW2B 寺 重 1 


起動 メッ セー ジ の 最後 に 表示 る され て いる A〉> は シス テム プロ ンプ ト と 呼ば れる も の で あり 。 CP 
ノ M-80 が コマ ンド レベ ル に ある こと を 示し て いま す . コマ ンド レベ ル と は CP ン ノン M-80 が ユー ザ か > 
ら の コマ ンド の 入力 を 待っ て いる 状態 の こ と で す . 9 


4 
3 


CP/M-80 を 起動 し た な ら ば , 一 番 始め に オリ ジ ナ ル シ ス テム ディ スク (製品 に 入っ て いた ディ 
スク ) の 内 容 を すべ て ほか の ディ スク に コピ ー し て , コピ ー デ ィ ス ク を 作成 し て 下さ る い . そし て , 
製品 に 入っ て いた ディ スク は 大 切 に 保管 し て お いて , 以後 の 操作 は ,。 すべ て この コピ ー デ ィ ス ク を 
用 いて 行う よう に し ます . 

本 童 以降 の オォ オリジ ナル シス テム ディ スク と は , すべ て 本 章 に て 作成 し た コピ ー デ ィ ス ク の こと を 
いい ます の て 間違え な いよ うに し て 下さ きい. 

また 。 大 切な 内 容 の 入っ た ディ スク は ,。 と きど き コ ピー ディ スク (バッ クア カッ クリ 中 る 作成 3 お 和 
《 こ と を お すす めし ます . を の 理由 は , も し 何 か の トラ ブル が 発生 し て ディ スク の 内 容 が 壊れ て し 
まっ て も , バッ クア ッ プ が 作成 し て あれ ば , その 損害 を 最小 限 に と ど め る こと が で きる か ら で す . 


を 


れ 移 06) ける 


いいっ. 衝 才 辻 5 3 還 還 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニーーーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーー 


9 財 | 還 計 2K42462 の 時 の 丹 回 三 デ イス ク の 作成 


本 節 で は , フロ ッ ピ ビィ イデ イス ク が 2 ドラ イブ 実装 き れ て いる 場合 の ュ ピ ー デ ィ ス ク の 作成 手順 を 
具体 的 に 解説 し て あり ます . フロ ッ ピ イデ ィ イス ク が 1 ドラ イブ の 場合 に は , 次 の 3.2 節 を 参照 し て 
下さ い . 


⑯ コピ ー デ ィ ス ク の 作成 手順 

フロ ッ ピ イデ ィ ス ク が 2 ドラ イブ 実装 きれ て いる 場合 に は , 次 に 示す 手順 に て コピ ー デ ィ ス ク を 

作成 し ます . 

(1) FORMAT (フォ ー マ ッ ト ) コマ ンド を 用 いて , 新 し 〈 使 用 する ディ スク (ブラ ンク ディ ス 
ク グ ) ウ ク 刀 マツ シン と 人 に ン ン 人 本 宮 放 

(2) SYSGEN (シス ゲン ) コマ ンド を 用 いて , フォ ー マ ッ ティ ング を 行っ た ディ スク に CPM 
80 の ンス ZAI ピ ビー し ます. 

(3 語 BIE 誠 (3 ツジ 9 選 ヨ < ン ルド を 用 I い て ファ イル を すべ て っ ピー し ます 。 


@ コピ ー デ ィ ス ク の 作成 に 必要 な ファ イル 

コピ ー デ ィ ス ク を 作成 する 時 に は , シス テム ディ スク に 次 に 示す 3 つの ファ イル (コマ ンド ファ 
イル ) が 入っ て いな 《 て は な り ま せん . ここ で は , オリ ジ ナ ル シ ス テム ディ スク を 使用 し て いる も 
の と し て 解説 し ます (オリ ジ ナ ル シ ス テム デイ スク に は , この 3 つの ファ イル が すべ て 入っ て いま 
す )。 

(1) FORMAT. COM (フォ ー マ ッ トコ マン ド フ ァイル ) 

(2) SYSGEN. COM (シス ゲン コマ ンド ファ イル ) 

(3) PIP, COM (ピッ プ ュ マン ド フ ァイル ) 


ディ スク の フォ ー マ ッ ティ ング 


STEP 1 : FORMAT コ マン ド の 起動 


人 >ERMT 


FORMAT コマ ンド の 起動 は 。 キ ー ボ ポー ド よ り FORMAT | 同 し 入 力 あ る こと に よっ で 行い ます . 
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ーー ニー ニー ニニ ニー ニニ ーー ニニ ニー ニニ ーー 計 コ ウー ルン シフ 
FORKMAT ュ マン ド が 起動 きれ る と 次 の よう に 表示 きれ ます . 


>FURMAT 


DISK FURMATTING PRDGRAM V2.0 FUR FM-7 CP/M V2.2 === 


Copyright 〈(c) by FUJTTSU MTCHM SYSTEMS 192.3 


Tnsert Disk on Drive B: 
GG4Hgl47 IN > 


STEP 2 : ディ スク の 挿入 と フォ ー マ ッ ティ ング の 実行 胃 


(EieMllMEI 議 6Y6 UNE 


ドラ イブ B に フォ ー マ ッ ティ ング を 行う ディ スク を 挿入 し て か ら Y と 入力 し ます 、 次 の よう に 表 
示さ る され て フォ ー マ ッ ティ ング が 行わ れ ま す . 


OIaiGiEEAI[(UG 瑞 INGVI 必 三 細 証 = 財 = 全 邊 = 細 っ 四 ニ 大 取 三 


STEP3 : フォ ー マ ッ テイ ング の 終了 


Etian CampLete * * * 


ーーーーーーーー 


フォ ー マ ッ ティ ング が 無事 終了 する と この よう に 表示 る れ ま す の で N と 入力 し ます 。N と 入力 す 
る FORMAT コ マン ド の 実行 を 終了 し て CPZ/M-80 の コマ ンド レベ ル に 戻り 。 システム プ ロン グ プ 


ト (A〉) が 表示 る れ ま す 。 さら に 続け て 他 の デイ スク を フォ ー マ ッ テイ ング する 時 に は TYP 入 力 す 
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ーー テー ーー テー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー<ーーーーーー 
ーーーーー ーーーーーー ーーーーー 


る と, STEP 2 へ 戻り ます . 
これ で ディ スク の フォ ー マ ッ ティ ング が 終了 し まし た . 続い て シス テム の ユ ピ ー を 行い ます の で , 
ミス ク は その まま に し て お きま す . 


人 シス テム の コピ ー 


STEP 1 : SYSGEN コマ ンド の 起動 


>SYSGEN 


SYSGEN コマ ンド の 起動 は , キー ボー ド よ り SYSGEN 【 避 | と 入力 する こと に よっ て 行い ます . 
SYSGEN コマ ンド が 起動 され る と 次 の よう に 表示 され ます . 


>SYSGEN 


SYSGEN VERSTHN 2.2 
SUURCE _ DRIVE NAME 〈HR RETURN TH SKIP) 


STEP2 : ソー ス デ ィ ス ク ド ラ イプ ブ の 指定 


ーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーーー ニー ニー ニー<ーーーーーーーーー<ーー ニ ーー ニー ニー ニーー 第 3 音 紀 ? ピー デ イィ スク の 作成 


SUURCE UN B THEN TYPE RETURN が 


STEP 3 : ディ ステ ィ ネ ーション ディ スク ドラ イブ の 指定 


FUNCTION CUMPLETE 
DESTINRTIUN DRIVE NRME 〈HR RETURN TU REBHT〉 B 


ソー ス デ ィ ス ク か ら の シス テム の 読み 込み が 終了 する と , この よう に 表示 る れ ま す . これ は ディ 
ステ ィ イネ ーション デイ スク (シス テム の コピー 先 ) の 挿入 る れ て いる ドラ イブ の 指定 で す . デイ ス 
ティ ネー ショ ン デ ィ イス ク は ドラ イブ B の ディ スク で す の で B と 入力 し ます 。 か る 目次 の は 用 に 表 
示さ る され ます 。 こ れ は , デ イス ティ ネー ショ ン デ イス ク が ドラ イブ B に ある か どう か の 確認 9 清 議 
キー を 入力 し ます . 


DESTINATIUN HN B: THEN TYPE RETURN 


STEP 4 : SYSGEN コマ ンド の 終了 


FUNCTION CHMPLETE 


| DESTINATIUN DRIVE NAME CHR RETURN TH I 


イン as と : ペ 0 / 思 有 和 れ (W 
の の p/^ ペル に 戻り 。 シス ティ 圭 示 
は = の ESTEP36 和 は 同じ で す SEN 2 グ に ビシ 色 デ テム ぬ So 


ちり) 


ぽ 二 ずる る と も で 8 8 すず 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーー ニ ーー 


休 ファ イル の コピ ー 
キー ボー ド よ り PIP B:=A:* . *[V]| 避 | と 入力 し ます . PIP コマ ンド が 起動 され て , 次 の よう 
に コピ ー を 行っ て いる ファ イル 名 を 表示 し な が ら , すべ て の ファ イル が コピ ー さ れ ま す . 


>PIP B:=A:*.*[V] 


CUPYTNG - 
MUVCPM . CUM 
PIP .COM 
SUBMTT .CHM 


02DEMH . 69 
MUDSYS.CHM 
MUDSYS. ロ HVL 


人 > 


補足 : PIP コ マン ド の 最後 の [V] は , ベリ ファ イオ プシ ョ ン で あり , ドラ イブ B の ディ スク ヘ フ 
ァイル を 書き 込ん だ 後に 書き 込み が 正 し 〈 行 われ た か ぼう か の 確認 が 行わ れ ま す . ベリ ファ 
イ を 行う と コピ ー 時 間 が 長く な り ま す が , コピ ー が 正 し 〈 行 われ た こと が 確認 で きま す の で , 
ここ で は ベリ ファ イオ プシ ョ ン を 指定 し て コピ ー し ます . も ちろ ん , ベリ ファ イオ プシ ョ ン 
を 指定 し な いで 単に 
PIP B:=A:* .*| 名 入力 し て も コピ ー は 正 し 〈 行 われ ます . 


の NG つ MODXTOVG. コ 
アシ 


3 TNI 


第 3 童 コピ ー デ ィ ス ク の 作成 


ーーーーーーーーーーーーーーーーー- 


9.2 1 ドラ イブ プ 時 の コピ ー デ ィ ス ク の 作成 


本 節 で は , フロ ッ ピ ィ デ イス ク が 1 ドラ イブ の み 実 装 る され て いる 場合 の コピ ー デ ィ ス ク の 作成 手 
順 を 具体 的 に 解説 し て あり ます . 2 ドラ イブ 実装 の 場合 に は , 前 の 3.1 節 を 参照 し て 下る い . 


但 コピ ー デ ィ ス ク の 作成 手順 
フロ ッ ピ イィ ディ スク が 1 ドラ イブ の 場合 に は , 次 に 示す 手順 に て コピ ー デ ィ ス ク を 作成 し ます . 
(1) FORMAT (フォ ー マ ッ ト ) コマ ンド を 用 いて , 新 し 〈 使 用 する ディ スク (プラ ンク ディ ス 
た を フォ マウ カル ング し あわ 
(2) SDCOPY (エス ディ ュ ピ ー) コマ ンド を 用 いて , フォ ー マ ッ ティ ング を 行っ た ディ スク に おす 
べ て コピ ー し ます . 


人 @ コピ ー デ ィ ス ク の 作成 に 必要 な ファ イル 
コピ ー デ ィ ス ク を 作成 する 時 に は , シス テム ディ スク に 次 に 示す 2 つの ファ イル (コマ ンド ファ 
イル ) が 入っ て いな (て は な り ま せん . ここ で は , オリ ジ ナ ル シ ス テム ディ スク を 使用 し て いる も 
の とし て 解説 し ます (オリ ジ ナ ル シ ス テム ディ スク に は この 2 つの ファ イル が すべ て 入っ て いま す )。 
(1) FORMAT . COM (フォ ー マ ッ トコ マン ド フ ァイル ) 93 
(2) SDCOPY . COM (エス ディ コピ ー コ マン ド フ ァイル ) 3 


⑯ ディ スク の フォ ー マ ッ ティ ング 2 


STEP 1 : FORMAT コマ ンド の 起動 ゃ そま 持 和 9 生還 
A>FURMAT Aa: 


。 和 RMAT=- 本 
ます 。FORMAT コマ ンド が 起動 : 


>FURMRT 


DISK FURMRTTING PRUGRAM V2.0 FUR FM-? CP/M V2.2 === 


copyright 〈(c) by FUJITSU MICUM SYSTEMS 1982.3 


Tnsert DisK an Drive RA: 
GOMIng 馬 (人 (N 痕 > 


STEP 2 : ディ スク の 挿入 と フォ ー マ ッ ティ ング の 実行 


Soil 剛健 ((N 上 >ZY 


ドラ イブ A の シス テム ディ スク を 抜き 取り , を こ に フォ ー マ ッ ティ ング を 行う デイ スク を 挿入 し 
て か ら Y と 入力 し て 下さ い . 次 の よう に 表示 る きれ て フォ ー マ ッ ティ ング が 行わ れ ま す . 


Formatting _Nnw 


STEP3 : フォ ー マ ッ ティ ング の 終了 


氷 水 FUnCtipn CnmpLEte ※ ※ 


Tnsert Disk gn Drive R: 
eg1mej 宅 。 《 Yo NN 


フォ ー マ ッ フィ ング が 無事 終了 する と この よう に 表示 きれ ます の で , ドラ イブ A の デイ スク を シ 
ス フ ム ディ スク と 入れ 換え て か ら 6N と 入力 し ます . N と 入力 する し FORMAT ュ マン ド の 実行 を 終 
『 し て CPZ/M-80 の ュ マ ンド レベ ル に 戻り 、。 シ ステ ム プ ロン プ ト (A〉) が 表示 $ れ ます 。 きら に 続 
けり て 他 の ディ スク を フォ ー マ ッ ティ ング する 時 に は YE と 入力 し て STEBP 3 へ 戻り ます. 

これ で 。 プイ スク の フォ ー マ ッ ティ ング が 終了 し まし た ,。 続い で デイ スク の コピ ー を 行い ます . 
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第 3 章 コピ ー デ ィ ス ク の 作成 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー テ ーー 


但 ディ スク の コピ ー 


STEP 1 : SDCOPY コマ ンド の 起動 


>SDCUPY 


SDCOPY ユマ ンド の 起動 は ,。 キー ボー ド よ り SDCOPY [ 語 | と 入力 する こと に よっ て 行い ます . 
SDCOPY コマ ンド が 起動 きれ る と 次 の よう に 表示 る れ ま す . 


R>SDCHPY 


SingLe Drive VoLcopy V1.0 


Verify Qptian 〈Y/N〉) ? 


STEP 2 : ベリ ファ イオ プシ ョ ン の 指定 F し 


Verify Hption 〈Y/N) ? Y 


うた 後に 。 ペ リフ ァ 
コマ れ : 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ーー 


STEP 3 : ソー ス デ ィ ス ク の 挿入 


Source disK nn drive R: 


Ready 〈(Y/N) ? Y 


この よう に 表示 る きれ た な ら ば ,。 ドラ イブ A に ソー ス デ ィ イス ク (シス テム ディ スク ) を 挿入 し て か 
の とめ パ ツ JI 夫 as 玉 還 ニス ジス ジロ は 旨 コ ピー を 行う 元 に な る ディ クス の こと で あり , ここ で は 
オォ オリ ジ ナ ル シ ス テム ディ スク の こと を 示し て いま す . 

次 の よ うに 表示 る きれ て ソー ス デ ィ ス ク か ら の 読み 込み が 行わ れ ま す . 


Reading Track n 


STEP 4 : ディ ステ ィ ネ ーション ディ スク の 挿入 


Destinatian disk an drive R: 
Ready 〈Y/N) ? Y 


この よう に 表示 る れ た な ら ば , ドラ イブ A に デイ ステ イネ ーション デイ スク (ブラ ンク デイ スク ) 


ミノ ーー 


イス テイ ネー ショ ン デ ィ イス ク へ の 書き 込み (コピー) が 行 


第 3 章 コピ ー デ ィ ス ク の 作成 


ーーーー ィ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニー ニーーー ニ ーー ニー ニニ ーーー 


ーーー 


STEP 5 : コピ ー の 継続 


Functinn cnmpLete 


Go Next 〈Y/N) ? 


この よう に 表示 る れる まで STEP 3 と STEP 4 の 操作 を 操り 返し ます 


STEP 6 : コピ ー の 終了 


Gn Next 〈Y/N〉) ? Y 


N と 入力 し て コピ ー を 終了 し ます , ここ で Y と 入力 する 上 他 の ディ スク の コピー を 行う こと が で 
8 SC 記 
STEP 7 : シス テム ディ スク の 挿入 と SDCOPY コマ ンド の 終了 人 民 に 


System disK an drive R: 
Ready 〈Y/N) ? Y 


CP ノ M-80 の ュ マ 


* <』 天 

4 3 4 ・ か る す maerryhWATASttnAS 

3 で R 4 本 AA < 貞和 
いっ 生き 


っ 


LD 
Se す OZ 
と ナン アン PJ0e - っ 0+- 
Ne PO 生か 

od 5 


ーーーーーーーー マ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーー 


第 4 童 シス テム ディ スク の 作成 


本 章 て は , CP/M-80 を 起動 する の に 必要 な 情報 (と ス テム ) の 入っ た シス テム ディ スク の 作成 
方 法 に つい て 解説 し て あり ます . CPM-80 の シス テム ディ スク は 56K バ イト と 60K バ イト の 2 種 
類 の シス テム ディ スク が 作成 び でき ます が , 通常 は 56K バ イト の 56K シ ステ ム デ ィ ス ク の 方 を 使用 し 
ます . 


4.1 560K シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 


本 節 で は , 一 般 的 な シス テム ディ スク の 作成 手順 に つい て 解説 し ます . 本 節 の 方 法 に よる シス テ 
スク の 作成 で は , シス テム ディ スク を 作成 する 時 に 使用 し に た シス テム ディ スク (オリ ジ ナ ル 
テム ディ スク ) と 同じ 動作 状態 の シス テム ディ スク が 作成 され ます . 


但 シス テム ディ スク の 作成 方 法 

シス テム ディ スク を 作成 する 時 に は , SYSGEN (シス ゲン ) ユマ ンド を 用 いて , フロ ッ ピ イィ ディ 
スク の シス テム リザ ー ブ ト ラッ ク と 呼ば れる CP/M-80 の シス テム を 記憶 する た め の 領 域 (トラ ッ 
ク ) に 。 シ ステ ム ユ ー ド を コビー し ます 。 この シス スム リ ボー ンド ラック は 6B4MSS0I の ルル 1 
ル を 記憶 する た め の 領域 と は 別 の 部 分 に あり ます の で , すでに ファ イル の 入っ て いる ディ スク に あ 
と か ら 5 シス テム を コピ ビー し て シス テム デイ スク に する こと が で きま すず. 

シス テム ディ スク を 作成 する 時 に は , 作成 に 使用 する シス テム ディ スク に SYSGEN . COM ファ 
イル が 含ま れ て な 〈《 て は な り ま せん . も ちろ ん , この ファ イル は オリ ジ ナ ル シ ス テム ディ イス ク は に 合 
EoW 到 介 3NESl 原 


る シス テム の コピ ー 

以下 に , フォ ー マ ッ ティ ング を 行っ た ブラ ンク ディ スク また だ は, CP/M-80 の ファ イル の 入っ た 
ディ スク に , CP/M-80 の シス テム を コピ ー す る 方 法 を 示し ます . 新しく シス テム ディ イス ク に する 
ディ スク を 新 シ ステ ム デ イス ク と 呼ぶ こと に し ます . 
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 


ーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


STEP 1 : SYSGEN コマ ンド の 起動 


A>SYSGEN 
SYSGEN VERSIUN 2.2 


SUURCE DRTVE NAME 〈UR RETURN TH SKIP) 


キー ボー ド よ 5 SYSGEN 【 同 と 入力 し て , SYSGEN コマ ンド を 起動 し ます . 


STEP 2 : ソ ー ス ディ スク ドラ イブ の 指定 


SUURCE_ DRIVE NAME 〈HR RETURN TH SKIP) a 


ツー ス デ ィ ス ク (シス テム の コピー 元 ) の 挿入 る れ て いる ドラ イブ の 指定 で す . ソー ス デ ィ ス ク 
(シス テム ディ スク ) は ドラ イブ A に 入っ て いま す の で A と 入力 し ます . する と 次 の よう に 表示 き 
れ ま す . これ は ,。 ツー ス デ ィ ス ク が ドラ イブ A に ある こと の 確認 で す . [ 避 キー を 入力 し ます . 


や 


| SUURCE DN A: THEN TYPE RETURN 


SUGES "デイ ステ ィ ネ ーション ディ スク ドラ イブ の 指定 
等 信二 全て ーー 


ーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ーー ニニ ーー ニー ニニ ニニ ニ ニニ ニニ < 第 4 音 シス テム デイ スク の 作成 


ツー ス デ ィ ス ク か ら の シス テム の 読み 込み が 終了 する と , この よう に 表示 きれ ます . これ は ディ ad 
ステ ィ イネ ーション ディ スク (シス テム の ユ コピー 先 ) の 挿入 きれ て いる ドラ イブ の 指定 で す . 2 ドラ _ 


イブ の 時 に は ドラ イブ B に 新 シ ステ ム デ ィ ス ク を 挿入 し て か ら 6B と 入力 し ます . また , 1 ドラ イブ 
の 時 に は ドラ イブ A に 新 シ ステ ム デ ィ ス ク を 挿入 し て か ら A と 入力 し ます . 

B ま た は A と 入力 する と, 次 の よう に 表示 る され ます . これ は デイ ステ ィ ネ ーション ディ スク が ド 
ライ ブ B ま た は A に ある か どう か の 確認 で す . 【 避 キー を 入力 し ます . 


DESTINRTIUN HN B: THEN TYPE RETURN 


STEP 4 : SYSGEN コマ ンド の 終了 


FUNCTIUN CUMPLETE 


DESTINATIUN DRIVE NAME 〈HR RETURN TU REBOUT〉 


Ar 二 ッ を まき 05 じ 侍 まい を 絡 あ 2 生 テ る 
か え そ マム な マ ズ 人 の 生 を ' 
YY 


kt ーー い ンー 導 る 1 

EC スー きい 

か で に の デー の の DF 者 そ ご 
3 4 つつ g 導 原 4 と 上 


ィ 


4.2 60K シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 


MOVCPM (ムー プシ ー ピ ー エ ム ) コマ ンド と MODSYS (モデ シィ ス ) コマ ンド お ぉ お よび SYSGEN 
(シス ゲン ) コ マン ド を 組み 合わ せ て 使用 する こと に より , 60K バ イト CP ノ M-80 の シス テム ディ ス 
ク を 作成 する こと が で きま す . 60K バ イト CP ン ノン M-80 に つい ぃ いて は , 解説 編 の 『4.3 60K バ イト CP 
/M-80 の サポ ー ト 』 を 参照 し て 下さ きい . 


人 @ 60K シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 手順 

60K シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 は 次 の 手順 に て 行い ます 。 

(1) MOVCPM (ムー プシ ー ピ ビー エム) コマ ンド を 用 いて , 60K バ イト の サイ ズ の シス テム を メ 
モリ に 読み 込み ます . 

(2) MODSYS (モデ シィ ス ) コマ ンド を 用 いて , メモ リ 上 に 読み 込ま れ て いる シス テム を 変更 し 
ば 電 9 記 

(3) SYSGEN コマ ンド を 用 いて 変更 きれ た シス テム を ディ スク に 書き 込み ます . 


人 @ 60K シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 に 必要 な ファ イル 
60K シ ステ ム デ ィ ス ク を 作成 する 時 に は , シス テム ディ スク に , 次 に 示す 5 つの ファ イル が 入っ 


て いな 《 て は な り ま せん ・ も ちろ ん , これ ら の ファ イル は オリ ジ ナ ル シ ス テム デイ スク に すべ て 全 
まれ て いま す . 


(1) MOVCPM. COM ムー プシ ー ピ ー エ ムコ マン ド フ ァイル ) 
(2) MODSYS. COM モデ シィ イス コマ ンド ファ イル ) 

3) 

) 


60K シ ステ ム 用 ファ イル ) 


( 
( 
MODSYS. OVL (モデ シィ ス オ ー バ レイ ファ イル ) 
( 
(シス ゲン コマ ンド ファ イル ) 


( 
(3④) FMCPM 605. SYS 
(5) SYSGEN. COM 


⑯ 60K シ ステ ム の 読み 込み (ロー ド ) 


ます 始め に MOVCPM コマ ンド を 用 いて 60K バ イト の CP ノ M-80 シス テム を メモ リ に 読み 込み 
8 で 


A>MHVCPM 60 * 


CUNSTRUCTTNG 6OK CP/M vers み 。 必 
READY ER !SYSGEN' HR 
SaVE 34 CPM60.COM' 
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ーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニー ニー ニュ ニニ ニー ニー ニー ニニ ニニ ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーー 第 4 斉 シス テム ディ イス 用 の 作成 


キー ボー ド よ ょ より MOVCPM 60* 回 と 入力 し ます 。MOVCPM コマ ンド が 起動 きれ て 60K バ イ 
ト の CP/M-80 シ ステ ム が メモ リ に 展開 (ロー ド ) され ます . 


但 60K シ ステ ム の 変更 
MOVCPM コマ ンド て 読み 込ま れ た 60K バ イト の CP/M-80 は その まま で は 動作 で き な い 不 完 
全 な 状態 な の で , MODSYS コマ ンド を 用 いて 完全 な シス テム に 変更 し ます . 


STEP 1 : MODSYS コマ ンド の 起動 


AA>MUDSYS 


MUDIFY SYSTEM PRUGRAM V2.0 


SYSTEM IMAGE HN MEMURY ? d 


キー ボー ド よ ょ より MODSYS [ 同 | と 入力 し て , MODSYS コマ ンド を 起動 し ます . 


STEP 2 : シス テム の ロー ド の 確認 


SYSTEM IMAGE HN MEMORY ? Y 


CP ノ Nrd0 の シス テム が メモ リ 上 に 謎 み 公 まれ て いる か と り か の 確認 こす Y 


STEP 3 : シス テム サイ ズ の 指定 


の の っ に が: ーーーーー 
<ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーーーー ニ ーー ニー ニー ニーー ニ ーーーーー <ーーーーーーー 
ーーーーーーーーーー ニ ーーー ニー 


STEP 4 : フロ ッ ピ イィ ディスク の 設定 


FLOPPY=5 


ミニ フロ ッ ピ イデ イス ク ,、 マイ クロ フロ ッ ピ ィ デ イス ク と も に 5 と 入力 し ます . 


STEP 5 : MODSYS コマ ンド の 終了 


MINT 60K CP/M CHMPLETIHN 
READY FUR "SYSGEN" 


フロ ッ ピ イデ ィ ス ク の 設定 


設定 が 終了 する と, この よ うに 表示 され て 自動 的 に MODSYS ュ ユマ ンド が 
終了 し て CP/M-80 の コマ ン ドレ ベル に 戻り ます . 


人 @ 60K シ ステ ム の 書き 込み 


MODSYS コ ュ マ ンド に ょ る シス テム の 変更 が 終了 し た ら 6, SYSGEN コマ ン ド を 用 いて , 60K バ イ 
ト の CPZM-80 の シス テム を ディ スク に 書き 込み ます . 


STEP 1 : SYSGEN コマ ンド の 起動 


STEP 2 : ソー ス デ ィ ス ク か ら の 読み 込み の スキ ッ プ 


SUURCE DRIVE NaME 〈HR RETURN TU SKITP) 


ソー ス デ ィ ス ク か ら の 読み 込み を スキ ッ プ する た め に [ キー の み を 入力 し ます . 


STEP 3 : ディ ステ ィ ネ ーション ドラ イブ の 指定 


DESTINATIHN DRIVE NAME 〈UHR RETURN TU REBHHT) B 


ディ ステ ィ イネ ーション ディ スク ( 新 し 〈 作 成す る 60K シ ステ ム デ ィ ス ク ) の 挿入 る れ て いる ドラ 
イブ の 指定 で す . 2 ドラ イブ の 場合 に は ドラ イブ B に ディ スク を 挿入 し て か ら B と 入力 し ます . 1 
ドラ イブ の 場合 に は ドラ イブ A に ディ スク を 挿入 し て か ら A と 入力 し ます , B ま た は A と 入力 する 
と 次 の よぅ に 表示 され ます . これ は , ドラ イブ B ま た は A に ディ スク が 挿入 きれ て いる か どう か の 
確認 で す . 【 回 | キー を 入力 し ます . 


DESTINATIUN HN B: THEN TYPE RETURN 回 


ーー ェ ーーーーーーーーーーーー こ ーーー こ ーーーーーーーーーーーーーーー こ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー<ーー<ー<ーーーーーー ニ ーー< ェ ーー<ーーーー 


STEP 4 : SYSGEN コマ ンド の 終了 


FUNCTIUN CHMPLETE 


DESTINATIUN DRIVE NAME 〈HR RETURN TH REBHT〉 


シス テム の 書き 込み が 終了 する と , この よう に 表示 きれ ます の で 【 問 キー を 入力 し ます . 【 キ 
ー を 入力 する と CP/M-80 の コマ ンド レベ ル に 戻り 、 シ ステ ム プ ロン プ ト (A>) が 表示 され ませ 
ん . この 入力 は STEP 3 の 入力 と 同じ で す の で 再度 B ま た は A と 入力 し て 他 の ディ スク に シス テム 
を 講 &iA か SE も で きま す . 


テ 
M に 


0? 


CPRM の に 


吉 1 草 
第 2 章 
第 9 草 
第 4 草 
第 ら 草 


CP/M-80 の ファ イル 
CPM-80 の コマ ンド 
CPM-80 の 入出 力 装置 
FM- プ CPM-80 の 特長 
ビル トイ ンコ マン ド 


に 3 
ーー 


マーーーーーー テ ーーーーーーーーーーーーーーー<ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー<ーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーー 


CPZM-80 は ディ スク 上 の 記憶 領域 を ファ イル を 用 いて 管理 し ます . CP ン M-80 の ファ イル と は 
ディ スク に 格納 され て いる 関連 情報 の 集まり の こと を いい ます . ファ イル に は , それ ぞ れ 個 有 の 名 
前 が 付け られ て ぉ お り , すべ て の ファ イル は を の 名 前 を 用 いて 管理 維持 され ます . 

CPZM-80 の ディ スク 上 に は , ファ イル の 他 に ディ レク トリ と 呼ば れる 領域 が 確保 され て お り , 
を そこ に は その ディ スク に 格納 きれ て いる ファ イル の ファ イル 名 と ディ スク 上 の 格納 位置 な ど を 示す 
情報 が 記録 きれ て いま す 。 


ファ イル A 


ファ イル B 


(ディ レク トリ 領域 ) (ファ イル の 記憶 領域 ) 


本 章 で は , 以下 の 1.1 節 か ら 1.7 節 に か け て CPM-80 の ファ イル に つい て 解説 し ます . 


補足 : CPM-80 の ず ィ スク に は , ディ レク トリ 領域 。 フ ァイル の 記憶 領域 の 他 に シス テム リザ ー 
ブ ト ラッ ク と 呼ば れる 領域 が あり, そこ に は CPZM-80 の シス テム コー ド (CPM-80 自身 ) 。 


が 記録 きれ ます 。 本 生ま 


ニー レニ ニニ ニニン ニニ ニニ ニニ ニー ニー っ ニュ ニニ ュー<ー ニ ーー ニニ < ニー ニー ニー<ー<ー ニ ーー ニー<ー<ー<ー< ニ ーー ニー ニー<ー ニ ニー マー っ ーッ ニー っ ーー ニーーー マ ーー マニ ラニ ラテ ラテ ママ そそ そ 


1.1 ファ イル 名 


CP/M-80 の ファ イル に は , それ ぞ れ 個 有 の 名 前 (ファ イル 名 ) が 付け られ て お り , ファ イル は 
その 名 前 に よっ て 管理 お よび 維持 され ます . ファ イル の 名 前 は く フ ァイル 名 > と 〈 く ファ イル 型 > に 
ょ っ て 構成 され て お り , 次 の よ うに < フ ァイル 名 > と 〈 フ ァイル 型 > を 小数 点 (.) で つなげ て 表現 
[ 詞 E2E 応 

ファ イル の 名 前 = < ファ イル 名 >. < ファ イル 型 > 

< ファ イル 名 > は , その ファ イル の 内 容 や 目的 を 示す た め の も の で あり , 8 文字 まで の 英 数 字 に 
て 表わし ます . 

《 フ ァイル 型 > は 、 そ の ファ イル が どの よう な 種類 の ファ イル で ある か を 示す た め の も の で あり , 
次 項 で 述べ る ファ イル の ファ ミリ ィ 化 に 用 いら れ ま す . < ファ イル 型 > は 3 文字 まで の 英 数 字 に て 
表わし ます が , 省略 する こと も で きま す . 


人 ファ イル 名 の 付け 方 

ファ イル 名 を 付け る 時 の 規則 は 次 の よう に な り ま す 。 

(1) < ファ イル 名 > は 1 一 8 文字 の 英 数 字 に て , < ファ イル 型 > は 0 3 文字 の 英 数 字 に て 表 わ 
( 細 ま 思 記 

(2) < ファ イル 下 > は 省略 する こと が で きま す (文字 数 三 0) 、 ま た, < ファ イル 型 > の 省略 時 に 
は < ファ イル 名 >〉> と の 間 の 小数 点 (.) も 省略 し ます . 

(3) < ファ イル 名 > く < ファ イル 型 > に 用 いる 英字 は 英 大 文字 だ どけ で す . CPM-80 の コマ ンド レベ 
ル に お いて , ユー ザ の 入力 し た ファ イル 名 の 中 に 英 小文字 が 含ま れ て いる 時 に は , すべ て 英 大 
文字 に 変換 きれ て か ら 処 理 さ れ ま す . 


(4) < ファ イル 名 >〉 く < ファ イル 型 > は な る べ で 〈 英 字 ( 英 大 文字 ) と 数 字 だ け を 用 いて 表わす よう に 


し ます . 特殊 記号 も 使用 す る こと は で きま す が , 次 に 示す 11 文 字 は 使用 で き な い の で 注意 し な 』 
〈 で は な り ま せん , また ,) カナ 文字 グラフィック 文字 も 使用 で きま せん . 


を の ファ イル の 内 容 を 表す よう な く < ファ イル 名 〉 を 
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但 ファ イル 名 の 例 

以下 に 正しい ファ イル 名 の 例 を 示し ます . また , CP/M-80 の シス テム ディ スク に 入っ て いる フク 
ァイル 名 は , どれ も ぅ 正しい 名 前 に な っ て いま す の で , そちら を 参考 に する の も よい で し ょ う 。 

(1) MYFILE.TXT く フ ァイル 名 > = MYFILE く フ ァイル 型 > = TX 

(2⑫) MYPROG.ASM 〈 フ ァイル 名 > = MYPROG < く フ ァイル 型 > = ASM 

(3) DATANO 1.DAT く フ ァイル 名 > = DATANO 1 く フ ァイル 型 > = DAT 


(4) MYFILE く フ ァイル 名 > = MYFILE 
(5) TEXT-1 < ファ イル 名 >〉 = TEXT-1 
』 
泊 呈 あふ て ュ ラ 詩人 


と まく 
-。 WW を 守 き Eh や 表 っ マ "と bs 
PT EE ャ みう か = oo コ 2 トー で よ 、。 
っ | 、--2 っ 本 oe ネーーー た も ゃ っ っ ある 
5"『 こ _ ーー MA た - 


F す 本 
= 


= っ 
コレ ー ニ ーー ニー ニニ < ニニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーー<ー ニ ーー ニー ニー ニー ニーー ニ < ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ーーー ニー ニー ニー ニッ ティー ニラ テフラ テー ーー ニーー ニ ーー 


の アシ イル g2S 失 局 


CP/M-80 の ファ イル は , ある 共通 の 内 容 を 持っ た いく つか の グル ー プ に 分 ける こと が で き , を 
の グル ー プ を ファ イル ファ ミリ イィ と 呼び ます . 


⑯ ファ イル ファ ミリ イィ の 識別 

ファ イル ファ ミリ ィ の 識別 は く フ ァイル 型 > に よっ て 行わ れ ま す が , すべ て の ファ イル を ファ イ 
ルフ ァ ミ リィ イ に 区 別 する 必要 は な 〈, 必要 な ファ イル の み に そ の ファ イル ファ ミリ ィ イ を 示す < ファ 
イル 型 > を つけ れ ば よい の で す . 

例え ば 、 ト ラン ジェ ント コマ ンド ファ イル (CPZ/M-80 の コマ ンド と し て 使用 で きる 機械 語 プ ロ 
グラ の ファ イル ) は ,CP ン /M-80 の ファ イル ファ ミリ ィ の 1 つ で あり , トラ ンジ ェ ン トコ マン ド 
ファ イル の < ファ イル 型 > は すべ て COM と な っ て いま す . 逆 に 言い ます と , く < ファ イル 型 > が COM 
に な っ て いる ファ イル を , CP/M-80 は トラ ンジ ェ ン トコ マン ド フ ァイル と みな し て 処理 あや する わ 
(6 記 


⑯ ファ イル の ファ ミリ イィ 化 

いく つか の ファ イル に 共通 の く フ ァイル 型 > を つけ て , ファ イル を ファ イル ファ ミリ ィ に 分 類 す 
る こと を ファ イル の ファ ミリ ィ 化 と 呼び ます 。 く ファ イル 型 > は 前 項 (1.1.1 項 ) の 規則 に 従っ て い 
れ ば 何で も か まい ませ ん . た だ し , 次 に 示す 〈 フ ァイル 型 > は 、CP/M-80 に て すでに その 使用 目 


的 が 平 約 き れ て いる の で 、 他 の ファ イル ファ ミリ ィ 用 と し て 使用 し な いで 下さ い . 6 ちろ ん , 予約 靖 


る れ た ファ イル ファ ミリ イィ 用 と し て 使用 する 分 に は か まい ませ ん . 


予約 きれ て いる ファ イル ファ ミリ イィ の 用 途 


| ファ イル 型 


中 人 ASMI( ア セン グラ) の ソニ スプ ロク ラム ファ イル 
間 和 2 


5 ジリ EPC 2。 BBB フウ ァ イル 
GUBOT コッ ンド 衣 の ミッ シ ド リト ウ ァイル 
プロ グラ ム (コマ ンド ) の 実行 中 に 作成 る され る 一 時 的 な ファ イル 
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ここ に あげ て ある 〈 フ ァイル 型 > 以外 に も , 各々 の アプ リケーション プロ グラ ム に て 独自 の 〈 フ 
ァイル 型 > = ファ イル ファ ミリ イィ を 設定 し て いる 場合 が あり ます ,。 それ ら の ファ イル ファ ミリ イ に 
つい て は , 各々 の アプ リケーション プロ グラ ム の 解説 書 (マニ ュ ア ル ) を 参照 し て 下さ い . 


1.3 あい まい な ファ イル 指定 


CPM-80 の 特定 の コマ ンド に お いて は , 一 度 に 複数 の ファ イル に 対し て 処理 が 行 を る と た い へ 
ん 便利 な 場合 が あり ます . た と え ぇ ば PIP (ピッ プ ) コマ ンド を 用 いて ファ イル を コピ ー す る 時 に , 
1 つの ファ イル づつ コピ ー す る の で は な 〈《C で ある 27 人 ンク ンク 7 ミリ (6 の シン ルレ の 29g2b( コ ae 
し た り , ERA コマ ンド を 用 いて く 〈 フ ァイル 名 >〉 が DATA で 始ま る ファ イル を 人 金 部 削除 し た りす る 場 
合 な ど で す . 


人 ぐあい まい な ファ イル 指定 と ワイ ルド カー ド 文 字 

CPZM-80 で は , ワイ ルド カー ド 文 字 と 呼ば れる 特殊 な 文字 を 用 いた あい まい な ファ イル 指定 を 
行う こと に よっ て , 複数 の ファ イル に 対し て 同じ 処理 を 行う こと が で きま す . ここ で 言う あい まい 
な ファ イル 指定 と は , その ファ イル 指定 に 対応 する ファ イル が 複数 個 存在 する よう な ファ イル 指定 
の だ 月 で す , 


@ あい まい な ファ イル 指定 


時 人 
et 


二 


複数 の ファ イル に 対応 生計 請 罰 ー の で で 久吉 


か な ら ず 1 つの ファ イル に 対応 


ニニ ニラ ニニ ニー< ニ < ニー ニニ ニニ ーー ニー<ー ニ ーー ニー ニー ニー ニー マー ニー ニー<ー っ ーー ニー< ニ っ ニュ ラ ニュ ー っ ニー ニニ っ ニニ ニー ニー ニー ニニ ニー ニ ニー ニー<ーーーーー<ー<ー<ーーー マ ーーーー マ ーー 


@⑯ ワイ ルド カー ド 文 字 の 使用 方 法 

ワイ ルド カー ド 放 池 に は 。 狙 炊 太 当 ン ョ (9 ) と アス タリ スク (*) の 2 つが あり ます . ファ イ 

ル 名 の な か で 使わ れ た " ? ” は, を の 倍 置 に ファ イル 名 と し て 使用 で き る 任意 の 一 娘 字 を 置き 換え 

て で きる すべ て の ファ イル 名 に ,"*” は を の 位置 に 任意 の 文字 例 (複数 文字 ) を 置き 換え て で きる す 

べ て の ファ イル 名 に 対応 し ます . 以下 に ワイ ルド カー ド 文 字 の 使用 方 法 を 述べ ます . 

(1) ワイ ルド カー ド 廊 字 ("7? ",“*”") は , < ファ イル 名 〉 < ファ イル 型 > の 両方 で 使用 する こと 
が さま 3 

(2②) 〈 フ ァイル 名 》〉, く ファ イル 型 > が それ ぞ れ 8 娘 字 , 3 文字 に 満た な い 場 合 に は , スペ ー ス ( 空 
自 ) を 補っ て か ら フ ァイル の 対応 が 行わ れ ま す . 

(3) “? " は, スペース を 含め て ファ イル 名 と し て 使用 する こと の で きる 任意 の 一 文字 に あて は め 
る (対応 きせ る ) こと が で きま す . 

(4) "*” は , < ファ イル 名 >, < ファ イル 型 > の 最後 の 文字 また は 唯一 の 文字 びな く 《 て は な り ま せ 
ん 

(5) “*"” は , < ファ イル 名 >, < ファ イル 型 > が それ ぞ れ 8 娘 字 , 3 文字 に な る まで の 複数 個 の 
2” に 相当 し ます . 

( 例 ABC*.* つ ABC77777.77?) 


⑯ あい まい な ファ イル 指定 の 例 
以下 に ワイ ルド カー ド 文 字 を 使用 し た あい まい な ファ イル 指定 の 例 を 示し ます . 
(0) AA26 (OO)WKS6q533 ^ 7 ” の 位置 に 任意 の 一 文字 を あて は め て 作る こと の で きる , すべ て の フ 
ァイル に 対応 し ます . 
( 例 ABC.COM  ACC.COM な ど ) 
(⑫) 777.00M…… < ファ イル 名 > が 3 文字 で あり , < ファ イル 型 > が COM で ある すべ て の 


ファ イル に 対応 し ます . 
ILE.*…… < ファ イル 名 》 が MYFILE で ある すべ て の ファ イル に 対応 し ます 。 


COM:………… < ファ イル 名 〉 が A で 始ま り , < ファ イル 型 〉 が COM で ある すべ て の フ 2 【 
ァイル に 対応 し ます . era 
べ て の ファ イル に 対応 し ます 。 


ーーーーーー 


で (RS を 
に リ こし 本 7. さ リ サコ ュ に | 。 


| 
ニー ィ イ と こつ ト う 
マン ず ゃ 


すか の 
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『.4 ドラ イブ の 指 宛 で カウ ジョ RI ドラ 0 


CPZM-80 は 、 ドラ イブ A か ら ド ライ ブ P ま で の 16 吾 の ドラ イブ (論理 ドラ イブ ) を 使用 する こ 
と が で きま す . ファ イル は それ ぞ れ の ドラ イブ (ディ スク ) 単位 に て 管理 きれ る た め に , デイスク 
が 異な れ ば 同じ ファ イル 名 の ファ イル が 存在 する こと も で きる わけ で す . し た が っ て , CP/M-80 
上 で どの ファ イル か を 指定 する 時 に は , その ファ イル の ファ イル 名 だ け で な く , その ファ イル の 存 
在 す る ドラ イブ 名 も 指定 し な く て は な り ま せん . 


人 @ ファ イル の 存在 する ディ スク の ドラ イブ 名 を 指定 する 

ディ スク 上 の ファ イル を 間違い な 〈 指定 する た だめ に は , その ファ イル の ファ イル 名 だ け で な く て , 
を の ファ イル が ドラ イブ A 一 ドド ライ ブ P の どの ドラ イブ 上 の ディ スク に ある か を 指定 し な く て は な 
り ま せん . ドラ イブ の 指定 は 。 ドラ イブ 名 』(A テ P) 上 ヨロ ン (る ククル 名 の 前 ( 合 居 2 計 
所 に よっ て 行い ます , た と だ ば , ドラ イブ B の ディ スク に 義 っ GIMPE 当 NX 所 め ラ 2 
イル は B : MYFILE. TXT と 指定 し ます . 


人 @ ドラ イブ の 指定 の 省略 と カー レン トド ライ ブ (ログ イン ディ スク ) 

CPZM-80 で は ドラ イブ の 指定 を 省略 する こと が で きま す . ドラ イブ の 指定 を 省略 し た 場合 に は , 
CP/M-80 は カー レン トド ライ ブ が ドラ イブ 名 と し て 指定 され た と みな し ます . カー レン トド ライ 

ブ は 省略 時 ドラ イブ と も 呼ば れる も の で あり , ドラ イブ 名 を 省略 し た 時 に 指定 きれ る ドラ イブ を 示 

し て いま す . また , カー レン トド ライ ブ に 挿入 る れ て いて , 現在 , 読み 書き 可能 な 状態 に な っ て い 

る ディ スク の こと を ログ イン ディ スク と 呼び ます . 

訪 王 レン トド ライ ブ が 現在 ほ の ド ライ ブ に な っ て いる か は , CPZM-80 の シス テバ ブロ ンプ IN ド に で 還 
よう て 知る こと が で きま す 。 シス テム プロ ング トト に は カー レン トド ライ ブ 名 プロ ング トド マー ク の / 
2 9 085:2RGOOCO2OD (GOAS2ACCS IA2 で の ウジ くら グ プロ ジジ ド が 守 材 
の カー レン トド ライ ブ は ドラ イブ A に な っ で いま す (「B〉 な ら 5 ば ドラ イブ B て す ) 


ーー ニー ニー ンー ニー ニニ ニニ ーー ニー ニー ニー ニー<ー<ー ニ ーー ニー ニーーーー マ ーー ニー ニー ニー 


⑯ カー レン トド ライ ブ を 変更 する 

CP ノ ML-80 を 起動 し た 時 に は , カー レン トド ライ ブ は 自動 的 に ドラ イブ A に 設定 され ます . カー 
レン トド ライ ブ を 変更 する 時 に は , シス テム プロ ンプ ト の す で ぐ あ と に , B: 回 の ょ うに ドラ イク 
名 ほ コ ロン ( : ) と リタ ー ン キー ([ 避 ) を 入力 し ます .、 する と , カー レン トド ライ ブ は ドラ イブ 
BI 設 和 EGOsW 畑 シス 2 の 4 ロ ジジ ド トド と し て By>" が 表示 る きれ ます 。 た だ し , カー レン トド ライ プ 
を 変更 する 時 に は , 変更 する 先 の ドラ イブ に ディ スク が きち ん と 挿入 られ て いな く 《 て は な り ま せん . 


>B: 
B> 


カー レン トド ライ ブ が ドラ イブ B に 変更 きれ る と , ログ イン ディ スク も 自動 的 に ドラ イブ B に 挿 
入る きれ て いる ディ イス ク に 変わ り ま す . 
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1.5 ファ イル 記述 (filespec) 


CPM-80 で は .、 ドラ イブ の 指定 も ファ イル 名 (< ファ イル 名 >, < フ ァイル 型 》) を 合わ せ た ぉ の 
を ファ イル 記述 (filespec) と 呼び ます . ファ イル 記述 は 次 の よう な 形式 に て 表現 きれ ます . 
ファ イル 記述 = < ドラ イブ 名 》 | < アレ し ウ 名 < ンジ 2 及 必 8 め 


人 @ ぐ <〈 ド ライ ブ 名 >〉, く < ファ イル 型 > の 省略 

〈 く ドライブ 名 〉 は , A か ら P ま で の 論理 ドラ イブ 名 で あり , 指定 する ファ イル が カー レン トド ラ 
イプ に 存在 する 時 に は , < ドラ イブ 名 〉 と その 後 の コ ロン ( : ) を 省略 する こと が で きま す . 

まだ た , < ファ イル 型 > も 省略 する こと が で きま す . < ファ イル 型 > を 省略 する 時 に は , その 前 の 小 
数 点 (.) も 省略 し ます . 


@ ワイ ルド カー ド 文 字 の 使用 

く フ ァイル 名 >、 く ファ イル 型 > に は , ワイ ルド カー ド 文 字 (”? "、)*”") を 用 いて , あい まい な 
ファ イル 指定 を 行う ファ イル 記述 も を する こと が で きま す (ドラ イブ 名 に は ワー ルド カー ド 文 字 は 使 
用 で きま せん ) 

ファ イル 記述 に ワイ ルド カー ド 文 字 が 使用 で きる か どう か は , コマ ンド に よっ て 異な り ま す 。 各 
コマ ンド に つい て は 本 編 の 第 5 章 , 第 6 章 を 参照 し て 下さ い . 


ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーーー ニ ーーー ニーーー ニ ーーーーーーーーーーーー ド ーーーーーーーーー に ーーーーーーーーー ニ ーー ニー = 


佑 6 庫 信久 の 区 換 と リブ ー ト 


CPZM-80 を 使用 し て いる 途中 に , 今 使っ て いる ディ スク を ドラ イブ より 抜き 出し て , 別 の ファ 
イル の 入っ た デイスク を ドラ イブ に 挿入 し な く て は な ら な 〈《 な る 時 が あり ます . ディ スク を 交換 す 
る 時 に は , 以下 の ルー ル を 守る よう に し て 下さ るい. 


信 ディ スク を 交換 する 時 
CPZM-80 が コマ ンド レベ ル に ある 時 , つま り 画 面 上 に シス テム プロ ンプ ト の 表示 きれ て いる 時 


な ら ば ,。 自由 に ディ スク を 交換 する こと が で きま す . 


人 リブ ー ト (Reboot) 

ディ スク を 交換 し た 場合 に は , CPZM-80 を リブート (Reboot) し て ディ スク を 入れ 替え た こと 
を 通知 し な く て は な り ま せん . リブ ー ト は シス テム プロ ンプ ト の すぐ 後に 。 [CTRL|-C と 入力 する 
SS23GOiiG は 5 お 且 引 CTRL|-C と 犬 力 す る と 上,。 シス テム プロ ンプ 下 の あ と に へ C と 表示 きれ で 
放 グ ニ ト が 行わ れ ま す , た だ し , |CTRL|-C の 入力 が シス テム プロ ンプ ト の すぐ 後 で な い (すでに 
何 か キ ー 入 力 を し て ある ) 時 に は リブ ー ト は 行わ れず に , た だ へ C と 表示 され る だ け で す の で 注意 
し 6 Re 


> し 
有 > 


⑯ リプ ブー ト を 行わ な いと 

ディ スク を 交換 し た 後に リプ ー ト を 行わ な いと , CPM-80 は 新しく 挿入 し た ディ スク の 内 容 を 
休 護 する だ ため に , その ディ スク の 入っ た ドラ イブ を 書き 込み 禁止 の 状態 (リー ド オ ン リ ー ス テー タ 
ス ) に 設定 し ます . この 状態 で 。 デ ィ ス ク に 対し て 書き 込み 動作 を 行 ち うと する と CP ン M-80 は , 
次 の よう な メッ セー ジ を 表示 し て ユー ザ に 注意 を うな が し ます . 


Bdgs Err Hn d: R/H 
この まう な メッ セー ジ が 表示 る れ た 場合 に は 。 |CTR 還 C と 入力 し て 下さ きい. CP/M-80 の ュ マ 


ンド レベ ル に 戻り まず, として, シス テム プロ ング ト が 表示 $ れ て か ら 再 度 。 暫 瑞 還 @ 衣 lM 
て リク ー ト (20 記 拓 天 30 
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ーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ュー ニー ニニ ニー ニー ニュ ニニ ニニ ニュ ニニ ーー 第 ] 闘 CPM-80 の ファ イル 


1.7 ファ イル の 属性 


CPM-80 の ファ イル に は , その ファ イル が どの よう に アク セス され る か を 制御 する ファ イル 属 
性 が 付け られ て いま す . ファ イル 属性 に は DIR/SYS 属 性 と RO/RW 属性 の 2 つが あり ます . 


氏 。 DIR プ SYS 属性 

DIR プ SYS 属性 は 。 を の ファ イル が DIR (ディ レク トリ ) コマ ンド に よっ て どの よう に 表示 きれ 
る か を 示す も の で す . DIR ノ SYS 属性 は , DIR (ディ レク トリ ) 属性 また は SYS 属性 の いずれ か に 
設定 きれ ます . 

CPM-80 は ファ イル を 作成 する 時 に , その ファ イル を すべ て DIR 属性 に 設定 し ます . DIR 
SYS 属性 の 変更 は STAT (スタ ッ ト ) コマ ンド を 用 いて 行い ます . 

SYS 属性 に 設定 され た ファ イル は , DIR コマ ンド に よっ て 表示 させ る こと は で きま せん 。 ま た. 
PIP コ マン ド に よっ て コピ ー す る こと も で きま せん . SYS 属性 は MPZM (エム ピー エム ) な どの 
よう に マル チ ユ ー ザ の シス テム に て 使用 3 きれ る も の で あり , CP ン /M-80 で は あま り 意 味 を 持ち ませ 
ん . 一 般 に は , ファ イル は すべ て DIR 属性 の まま で 使用 する よう に し ます . 


価 RO/RW 属性 

RO〆RW 属性 は , その ファ イル が RO (Read Only : 読み 出し 専用 ) 状態 な の か ,。 RW (Read 
Write : 読み 書き 可能 ) 状態 に ある か を 示す 属性 で あり , RO 属性 また は RW 属性 の いずれ か に 設 
定 さ れ ま す . 

RW 属性 を 持つ ファ イル は , ディ スク が ライ ト プ ロ テク ト (書き 込み 保護 ) され た 状態 か の, その 
ドラ イブ が リー ド オ ン リ ー ス テー タス に な っ て いる 状態 で な い 限 り 。 いつ で も 読み 込ん だ り 書 き 込 
76 り 且 計 る 5 と の 7 (きよ 9 


RO 属性 を 持つ ファ イル に 対し て , 書き 込み を 行なう と する と CP ン /M-80 は 次 の よう な メ Os 事 
ジ を 表示 し て , その ファ イル に 書き 込め な いこ と を 示し ます . 


Bdos Err Hn d: FiLge R/H 


| こま に IN 
諾 


軸 - 4 に ( 二 こ ・ 1 久作 な る お 圧 PP # 5 。 ( に 
4 で 4) 江 す 
呈 h を ド 9 人 43. 


きい に Fr2 し 


ae 志 St。 < ィ 中 


イイ ーー マ ーー イイ ーー イー イーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ュー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニレ ニレ ンー 


填 2 草 CPM-80 の コマ ンド 


本 章 で は , CPZM-80 の コマ ンド に つい て る を の 概要 を 説明 し ます . 本 章 で は それ ぞ れ の コマ ンド 
の 詳細 に つい て は 述べ て あり ませ ん . 各 コ マン ド の 詳細 は , 本 編 の 第 5 章 お よび 第 6 章 を 参照 し て 
下さ い 、 


2.1 コマ ンド の 種類 


W。 コ マン ドキ ー ワ ー ド と ヨコ マン ドル 

CPM-80 の コマ ンド は , コマ ンド キー ワー ド と コマ ンド ティ ル の 2 つの 部 分 より 構成 され ます . 
コマ ンド キー ワー ド は DIR や PIP の ょ うな ユマ ンド の 名 称 で あり , CPZM-80 が コマ ンド を 識別 す 
る だ め に 用 いま す . コマ ンド ティ イル は ファ イル 名 や オプ ショ ン , パラ メー タ な ど を 指定 する た め に 
用 いま す . コマ ンド キー ワー ド と コマ ンド ティ ル は 1 つ 以 虐 の スペ ニス (空自 用 に liG 区 切れ まほ 
まだ た , コマ ンド に よっ て は , コマ ンド キー ワー ド だ け で コマ ンド ティ ル の 無い 5 の も 6 あり まず 


こし = ] 
| コマ ンド ティ ル | 


ヾ | ゞ ヾ 
コマ ント 。 = | コ SC NSIMI 了 Es 


コマ ンド キー ワー トド DIRI や PIE うら 4 に 2 ジン NN の 族 人 
コマ ンド 0 ル 誤 ジョ レン ンー 議 オ ンス ン ヨド 計 ペ タン タバ に ニン 
た と えば , ERA B:OLDEFILE | 避 と 入力 し た 時 に は , ERA が コマ ンド キー ワー ド に 。 B : 
⑩0LDEILE が コマ ンド ティ ル に な りお ます 還 お だ DIR 回 入力 し た 場合 に は 。DIR が コマ ンド キー 
ワー ド に な り , コマ ンド ティ イル は あり ませ ん . 


@ ビル トイ ンコ マン ド と トラ ンジ ェ ン トコ マン ド 

CPM-80 に は , ゼル ドイ ンコ マン ド (組み 込み コマ ンド と も 呼ぶ ) と ラシン ミン トミ ント 
(外部 コマ ンド また は トラ ンジ ェ ン ト ユ ー テ ィ イリ ティ と も 呼ぶ ) の 2 種類 の コマ ンド が あり ます . 
ビル トイ ンコ ユマ ンド と は CP/M-80 の シス テム (CPZM=80 自身 ) の 中 に あら か じ め 組 み 込ま れ で 
OS Eco ジジ NnGPUs2 ジ SE が ZZ SICS 8 8 ゆら (325(FS OOES 7。 の 0 ドラ シ ジグ 放 シ トド トマ 
ンド は ジョ ョ クラ ラム ファ イル (コマ ンド ラク ァイル りり 朋 2 スク に 記 層 SON2E マ ンド の 0 
コマ ンド を 入力 する と を その プロ グラ ム フ ァ イル を デイ スク より 読み 込ん で がら 突 条 し ます 。 ト ラン 
ジョ a ン 記 VsaIN の ラロ クジ の の 用 の Sa め 選 マシ NR アア イル 8 訪 代 ドラ シダ ジェ シド トド 選 マ シド 
ラ ァ イル と 呼び ます . 
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@⑯ 制御 文字 コマ ンド 

CP/M-80 に は 。 さら に 制御 文字 コマ ンド と 呼ば れる も の が あり ます . これ は , キー ボー ド か ら 
特殊 な キー を 入力 する こと に よっ て , CPM-80 の 特定 の 機能 を 制御 する も の で あり , 前 記 の 2 種 
類 の コマ ンド (ビル トイ ンコ マン ド ,、 ト ラン ジェ ント コマ ンド ) と は 少し 意味 が 異な り ま す . 


の の | ルン 全 ク クー に 人 ン | 


ビル トイ ンコ マン ド は , CP ン M-80 に あら か じ め 組 み 込 まれ て いる コマ ンド で あり , コマ ンド フ 
ァイル が な く て も $ 実 行き され ます ,. また , ビル トイ ンコ マン ド は メモ リ に 和 芝 駐 し て いる た め に , コマ 
ンド を 入力 する と すでに 実行 きれ ます . 


価 ビル トイ ンコ マン ド の 種類 
CP/M-80 に は , 次 に 示す よう に 6 種類 の ビル トイ ンコ マン ド が あり ます . 


(1) DIR (ディ レク トリ ) 一 一 一 ディ スク に 記憶 きれ て いる ファ イル 名 を 一 覧 表 の 形 に し て 表示 
ws 
圧 ESiz 大 


@⑳ ERA (イレ ー ズ ) ーー ディ スク より 指定 され た ファ イル を 削除 し ます . 
(3) REN (リネ ー ム ) 一 ーー ファ イル 名 の 付け 替え (変更 ) を 行い ます . 
(4) SAVE (モー ブ ) ーーー メモ リ の 内 容 を デイスク に ファ イル と し て 書き 込み ます . 
5) TYPE (タイ プ ) 一 一 一 文字 ファ イル (テキ スト ファ イル ) の 内 容 を 画面 に 出力 (表示 ) 
邊 8 ず 。 2 
(6) USER (ユー ザ ) “ーーーーー- ユー ザ 番 号 (領域 ) の 変更 あし ます . ッ リ 軍 
W USER コマ ンド は , CPZM-80 上 で は ほとん ど 使 用 きれ ませ ん . 本 書 で は , USER ュ マ ンド に つい て これ 
以上 解説 し ませ ん の で , 典 味 の ある 方 は 他 の CPZM-80 (CPZM) の 参考 書 を 参照 し て 下さい . 


4 本 


し キラ う 3 も 63 困り お 記 コ も いじ 
も - 『 ょ * まま も 和え ゴ 


ィ で 42 


だ と な ま 中 衣 表 者 生 (修作 (( 当 - う ) さそ テテ る 人 o 相 / 研 939) ね お る すさ rs ョ S 直 還 
> 生計 二 ED も 8 め に まま すま すす に も 3 いす と だ くく 


Nm エ す .) 3 (2. か で は 生 琴 本 そ 
cb 、 0 * 4 Le 


ーー すこ タン 4 も 
二 を まま ゃ マ "な 


語 ご | を 4 み * 、 


ゞ を 。 
* 
ジン の (ODMESD の マタ 由 


2 


の 9 トラ ンジ ェ ン トヨ マジ SK 
トラ ンジ ェ ン トコ マン ド は , CP/M-80 自身 に 組み 込ま れ て いる の で は な 《。 プ ブログ ラム ファ イ 
リ / (コマ ンド ファ イル ) の 形 で ディ スク に 人 うう GO2 ラ に ッッ ンド (3 張 


⑱ トラ ンジ ェ ン トコ マン ド フ ァイル 

トラ ンジ ェ ン トコ マン ド が 入力 され る と, CP/M-80 は ,。 を の コマ ンド ファ イル を デ スク か ら 
読み 込ん で 実行 し ます . そし て , その コマ ンド の 実行 を 終了 する と 。 ディスク か ら 読 み 込 ん だ プロ 
グラ ム の 役目 ぅ 終了 し ます (実際 に は , 次 の コマ ンド ファ イル が 読み 込ま れる まで は メモ リ 内 に 残 
2 いま す )。 

N ラ ンジ ェ ン トコ マン ド は , コマ ンド ファ イル の 形 に て ディ スク 上 に 記憶 る れ て いる た め に , 邊 る 
の 紀 較 ンド ファ イル が な けれ ば コマ ンド を 実生 あの 四 が 45894. 反対 に 新 パコ マン ドク 
ァイル を 追加 する こと に よっ て , ユー ザ は 使用 する こと の で きる トラ ンジ ェ ン トコ マン ド を , と ん 
4 県 痛 や すこ と も で きま 才 : 


る ドラ イブ の 指定 8 | 

コマ ンド ファ イル は ディ スク 上 の ファ イル で ので , トラ ンジ ェ ン トコ マン ド を 入力 3 る 時 に , 
その コマ ンド ファ イル の 入っ た ディ スク の ドラ イグ 名 を 指定 し な く 《 て は な り ま せん . る 

N ラ イブ の 指定 は 。 コ マン ド 名 (コマ ンド キ ニ リ ワニ ド ) 中 の Be の I ド 2 ルン 62 全 (002252) 刻 還 ラ 4 ら 
ン (:) を 付け る こと に よっ て 行い ます . 例え を ば, STAT コマ ンド の コマ ンド ファ イル (STATCOM) で 
が ドラ イブ B に ある 時 に は , B : STAT < コマ ンド ティ ル > [回 | 入力 し まず. また ドライ 2 の 指 
定 を 省略 し た 場合 に は カー レン トド ライ ブ を 指定 し た と みな し ます . の 


介 >STaT 


ドラ イブ BB の ユマ ンド ラク ァ イル を 使 


用 す 4. 


ーー マーーーーー マ ーーー ィ ーーーーーーー ニ ーーーー こ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー~ 


人 @ トラ ンジ ェ ン トコ マン ド の 種類 
@EZAMES0! の 0 必用 7 レ ンス テム ディ スク (製品 に 入っ て いた ディ スク ) に は 。 次 に 示す よう な 
較 ラ ジン モン N コ BS マッ ンド N が 入 つ て いま す 。 


(1) ASM 一 一 8080 用 アセ ン ブ ラ ブロ グラ ム . 

(2) DDTーーーーー 8080 機 械 語 プ ログ ラム 用 の デバ ッ ク ツ ー ル . 

(3) DUMP ファ イル の ダン プ 出 力 を 行う . 

(⑭ ED 一 テキ スト ファ イル を 編集 する た ゆめ の テキ スト エディ タ . 


(5) FORMAT 一 一 CP/M-80 で 使用 する ディ スク を フォ ー マ ッ ティ ング する . 


(6) LOAD ASM の 出力 ファ イル より 実行 可能 な コマ ンド ファ イル を 作成 する . 
(7) MODSYS 一 一 CPM-80 シス テム ディ スク の 変更 (モデ ィ フ ァ イ ) を 行う . 

(8) MOVCPM 一 CPZM-80 の シス テム サイ ズ を 変更 する . 

(9) 呈 SIB 全 三 三 還 還 壮 ラ ァ イレ の コピ データ 行 う 

⑩0 SDCOPYーーー 1 ドラ イブ の み で ディ スク の コピ ー を 行う . 

⑪ STATーーーー ファ イル や ディ スク の 状態 を 表示 する . 

⑫⑰⑳ SUBMIT ーー 複数 の コマ ンド を 連続 し て 実行 (バッ チ 処 理 ) する . 

⑱ SYSGEN 一 一 CPZM-80 の シス テム の コピ ー を 行う . 

(0 XSUB SUBMIT コンド の 機能 を 拡張 する . 


⑮ 壮一 一 一 一 画面 の 消去 , 文字 色 の 設定 を 行う . 
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2.4 制御 文字 コマ ンド ど 

CPM-80 は ,、 コマ ンド レベ ル に お いて シス テム プロ ンプ ト の すぐ 後に 特殊 な キー (|cTRL|-C, 

[CTRL| -P) を 入力 する こと に よっ て , 特定 の 機能 を 実行 する よう に 指示 す る こと が で きま す . ま ' 
た , CPM-80 が 画面 表示 を 連続 し て 行っ て いる 時 に , [CTRL|-S キー を 入力 する こと に よっ て , 「 
表示 を 一 時 停止 (中断) きせ る こと も で きま す . 

この よう な 特殊 な キー は 制御 文字 ュ ユマ ンド と 呼び ます . 以下 に CP ン M-80 の 制御 文字 ユマ ンド の 
種類 を 示し ます . 

(1) [CTRL|-C : シス テム の リブ ー ト (Reboot) を 行い ます . また , プ ログ ラム (コマ ンド ) の ー 

実行 中 に 入力 する と , 現在 実行 中 の プロ グラ ム を 終了 し て か ら , リブート を 行 - 
いい が - 


(2) |CTRL|-P : コン ソー ル (CRT) 画面 に 出力 され る 廊 字 を , プリ ンタ に 5 出力 する よう に 指 
示し ます . この 機能 は トグル 動作 を し ます の で 再度 [CTRL|-P と 入力 する と プ 
リン タ へ の 出力 を 停止 し ます . また , リブ ー ト が 行わ れ た 時 に も 出力 を 停止 し ョ 
肖 Sa 
(3) [CTRL|-S: コン ツー ル (CRT) 画面 へ の 出力 を 一 時 的 に 停止 し ます . 再度 。 [GTRS ま 。 
た は 任意 の キー が 入力 され る と , 表示 を 再開 し ます . こる 
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2.5 コマ ンド 入力 時 の 行 編集 機能 


CP ノ M-80 の ュ マ ンド は [ 則 キ ー を 押す こと に よっ て 入力 され ます . [ 避 キー を 入力 する 前 な ら 

ば , 次 に 示す 制御 文字 を 用 いて コマ ンド 行 を 編集 する こと が で きま す . 

1) |CTRLI-E : カー ツル を 次 の 行 の 先頭 に 移動 (改行 ) し ます . た だ し , 前 の 行 の 入力 は 消去 
る れる こと な く 〈 く 継続 され ます . 

(2) |CTRL|-H : カー ソル を 左 へ ヘー 文字 分 だ け 移動 し て , その 文字 を 削除 し ます . この キー は 
(バッ クス ペー ス ) キー と 同じ 意味 で す . 

(3) [CTRL-I : カー ツル を 次 の タブ 停止 位置 まで 移動 し ます , タブ 停止 位置 は 8 桁 ご と に 設定 
る れ て お り , この キー は AB] (タブ ) キー と 同じ 意味 で す . 

3) [CTRL-』 : [ キー と 同じ 動作 を し ます . 

(5) [CTRL-M: | 加 キー と 同じ 動作 を し ます . 

(6) |CTRL|-R : 現在 の カー ソル 位置 に # を 表示 し て , カー ツル を 次 の 行 へ 移動 きせ て か ら 今 ま 
で に 入力 し た 文字 を 再 表 示し ます . 含ま で の 入力 は 消去 きれ る こと な 〈, を の 


と ここ 


まま 継続 きれ ます . 

(7) |ICTRL-U : 今 まで に 入力 し た 文字 を すべ て キャ ン セ ル し て , 現在 の カー ソル 位置 に 韻 を 入 
力 し て , カー ツル を 次 の 行 に 移動 (改行 ) し ます . 

(8) |CTRLLX : 今 ま で の 入力 を すべ て 消去 し て , カー ソル を 現在 の 行 の 先頭 に 移動 し ます . 
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き 第 3 章 CPM-80 の 入出 力 装置 


CPM-80 は ドラ イブ A か ら ド ライ ブ P ま で の 16 吾 の ディ スク ドラ イブ の 他 に ,。 コン ソー ル や ンプ 
リン タ な どの 入出 力 の 管理 も 行っ て いま す . 本 章 で は , CPZM-80 に て 使用 きれ る 入出 力 装 置 に つ 
いて 解説 し ます . 


3.1 語 理 入出 力 装置 と 物理 入出 力 装 軒 


CPM-80 の 入出 力 装置 に は CON : , RDR : , PUN : , LST: の 4 到 の 論理 入出 力 装置 と 。 を 
の 論理 入出 力 装置 に 割り 当て られ る TTY :, CRT : PTR : , PTP: な どの 物理 入出 力 装 置 が あ 
り ます. 


@ 論理 入出 力 装 置 (ロジ カル デバ イス ) 

CP〆M-80 は , 入出 力動 作 を 論理 入出 力 装置 に 対し て 行い ます . 論理 入出 力 装 置 の 内 容 は , 次 の 
中 RA つて いま す . 
(1) CON : コン ツー ル 人 入出 力 装置 (通常 は CRT 画面 と キー ボー ド ) 
(2) RDR : 補助 入力 装置 

(3) PUN : 補助 出力 装置 

(4) LST : リス ト 出 力 装 置 (通常 は プリンタ 出力 ) 

一 般 的 な CPZM-80 の プロ グラ ム (トラ ンジ ェ ン トコ ユマ ンド ) は , キー 入力 お よび 画面 表示 に 
⑯ の Ni あ 。 ブ リン タ へ の 出力 に LS を 全 用 生き は 導 人 
補足 : CON は CONSOLE, RDR は READER, PUN は PUNCHER,。 そし て LST は LISTER の 

略 で す . 


@ 物理 入出 力 装置 (フィジカル デバ イス ) 

訓 の 論理 入出 力 装置 の それ ぞ れ に 対し て , 4 古 の 物理 入出 力 装 置 (ハー ドウ ェ ア に 1 対 1 で 対 
応 し た 入出 力 装置 ) が あり , それ ら の うち の 1 人 を 選択 し て 割り 当て る こと が で きま す . 論理 入出 
カカ 装 置 と 割 り 当 て る こと の で きる 物理 入出 力 装置 の 関係 は 次 の よう に な っ て いま す . 

(1) CON : コン ッ ツー ル 入 出力 
TTY : RS-232C (ポー ト 0 = RS-232C カー ド ) 回 線 大 出力 
CRT : CRT 画 面 出力 , キ ー ボ ー ド 入力 
BAT : CRT 画面 出力 。 キ ー ボ ー ド 入力 
0《ll 上 @R 箇 画面 出馬 還 も 語 ボ 滞 座 量 
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(2) RDR : 補助 入力 
TTY : RS-232C (ポー ト 0 = RS-232C カ ー ド ) 回 線 入 力 
PR キーボード 入力 
UR 1 : RS-232C (ポー ト 1 ) 回 線 入力 
UR 2 : RS-232C (ポー ト 2 ) 回 線 入力 
(3) PUN : 補助 出力 
TTY : RS-232C (ポー ト 0 = RS-232C カ ー ド ) 回 線 出力 
PTP : CRT 画 面 出力 
UP 1 : RS-232C (ポー ト 1 ) 回 線 出力 
UP2 : RS-232C (ポー ト 2 ) 回 線 出力 
(⑳0 記 !S 負 語 主 誠 上 届出 玉 
TTY : RS-232C (ポー ト 0 = RS-232C カー ド ) 回 線 出力 
CRT : CRT 画 面 出 カ 
LPT : プリ ンタ 出力 
UL 1 : CRT 画 面 出 力 
| 示 字 (ゴシック ) は CP ン ML-80 起動 時 に , 各論 理 入出 力 装置 に 割り 当て られ る 物理 入出 力 装置 を 
ZS し YO GO833 記 
補足 : RS-232C ポ ー ト 0 は RS-232C と カー ド の , ポー ト 1 , ー ト 2 は 1 ン 0 拡 枯 ニ ニッ ト 内 に 実装 
され る RS- 232C モジ ュー ル の RS-232C 回 線 イ ンタ フェ ー ス を 示し て いま す 。 
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3.2 物理 入出 力 装 置 の 論理 入出 力 装置 へ の 対応 


論理 入出 力 装置 と 物理 入出 力 装 置 と の 対応 は STAT (スタ ッ ト ) コマ ンド を 用 いて 設定 する こと 
が で きま す . 例え ば , 論理 入出 力 装置 で ある RDR : へ , 物理 入出 力 装置 の TTY : (RS-232C ポー 
ト 0) を 割り 当て る 時 に は STAT RDR : = TTY : [ 同 | と 入力 し ます . 


>STRT _RDR:=TTY: 


向 > 


まだ , STAT DEV : と 入力 する こと に よっ て , 現在 の 割り 当て 状況 を 知る こと が で きま す . 


>STRT DEV: 
CHN: js CRT: 
民 DRE 15 PTR: 
PUN: js PUN: 
SI 計 語 1S LPT: 


た 


FM- / CP/M-80 の 符 長 


本 草 て は , FM- 7 用 の CPZM-80 に 固有 の 機能 に つい て 解説 し ます ,. これ ら の 機能 は 。 FM- 7 
用 の CFM-80 と し て 追加 お よび 改良 され た 機能 で あり , 他 の 機種 の CPZM-80 (CPZM) と の 共 
通 性 は あり ませ ん . 一 般 的 な CP ン M-80 に つい て の 解説 は , 別 民 の ユー ザー ズ マ ニュ アル CP/M- 
80 編 を 参照 し て 下さ い . 


4.1 シス テム ディ スク の 内 容 


CPM-80 の シス テム ディ スク の 中 に は , CP ン M-80 の シス テム プログラム (CP ノ /M-80 自身 ) 
と いく つか の プロ グラ ム の ファ イル お よび デー タ の ファ イル が 入っ て いま す . 以下 に CP ン M-80 の 
シス テム ディ スク に 入っ て いる ファ イル の 一 覧 表 と 各々 の ファ イル の 用 途 (内 容 ) を 示し ます 、 ま 
だ , ここ に あげ て ある ファ イル は , CPM-80 の 改良 を その他 に よっ て 若干 変更 きれ て いる 場合 $ あ 
の Sg 記 


但 シス テム ディ スク に 入っ て いる ファ イル 


〈1)  O2DEMH . 69 (12) LUaD .COM 
〈2〉 02DEMH .COM (13〉) MHDSYS .COM 
〈@S り 縛 還 SM EBM 〈14) MODSYS . ロ VL 
〈4〉2 DDT.CUM (15) MVCPM .COM 
〈5〉 DEBLUCK . ASM WING ゆ 証 局 避 思 @ 回 
6 中 り 下 SKDEE 四 fB 〈17) SDCHPY.CGBNY 
〈7〉2 DUMP . SM 〈18) STaT.CHNM 
ぐり 証 計り UME 計 6 回 《19) SUBMTT .CNM 
〈@ ジ の 細 証 巨 り 上 四 ほ 回 M (20) SYSGEN .CHBN 
〈10) FNMCPM605 . SYS 〈21) XSUB .CBNM 
〈11) FURMRT .CUM 〈12) \.CHNM 


⑯ ファ イル の 用 途 (内 容 ) 
シス テム デイ スク に 入っ て いる 各 フ ァイル の 用 途 (内 容 ) を 以下 に 示し ます . 
(1) 09 DEMO. A69 09 DEMO. COM 
6809h ラ ンジ ェ ン トブ ログ ラム を 用 いた プログラム 例 の カセ ンプ ブラ ソー スプ ログ ラム (09 
DEMO.A469) と コマ ンド ラフ ァイル (09 DEMO』60OM) で す 。6809 ド ラン シ ジ ェ ント プログ ラム に と 
は (⑯22M-80 内 に て 使用 す る 6809.@PU 用 の (機械 語 )2 ロ グラ パ の に と で す . 
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な お , 09 DEMO. A69 を アモ ンプ ブ ル す る た め に は ( 米 ) Sorcim 社 よ り 発 売 き れ て いる ACT 
69 な と どの,』6809 ク ロス アセ ン ブ ラ が 必要 で す . 

(2⑫) ASM. COM 

8080 CPU 用 の アンブラ で す . 』8080 アモ ン ブ ラ 言語 に よる ソー スプ ログ ラム を アセ ンプ ブル し 
て 16 進 形式 の HEX フォ ー マ ッ ト フ ァイル を 出力 し ます . 

Z80 ア セン グラ 言語 の ソー スプ ログ ラム お よび マク ロ (MACRO) 機能 を 使用 し た ソー スプ ブロ 
グラ ム を アセ ン ブ ル す る た め に は , 市 販 の Z80 用 アセ ンプ ブラ お よび マク ロア セン ブラ が 必要 で す . 
(3) DDT. COM 

8080 CPU 用 の ダイ ナミ ッ ク デ バッ キン グ ツ ー ル で あり , メモ リ 内 容 の 表示 お よび 変更 、 プロ 
グラ ム の トレ ー ス , 逆 ア セン プラ 。 ライ ン ア セン ブラ な どの 機能 を 持っ た デバ ッ カ で す . 

(4) DEBLOCK. ASM 

CP/M-80 の 論理 的 な セク タ サ イズ (128 バ イト ) と フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 物理 的 な セク タ サ イ 
ズ と の 変換 を 行う 部 分 の す サン プル プロ グラ ム (アセ モン プラ ソー スプ ブロ グラム) で す . CPM-80 
に は この 変換 機能 が あら か じ め 組 み 込 まれ て いま す の で , CPM-80 を 使用 する 上 で この ブログ 
ラム (ファ イル ) が 必要 に な る こと は あり ませ ん . この ファ イル は あく まで も 参考 用 と し て 入っ 
1 (50E3 鹿 
(5) DISKDEEF. LIB 

CP/M-80 の BIOS 内 に ある ディ スク パラ メー タテ ー ブ ル を 変更 する た め の マ クロ アセ ンプ ブラ 
用 マク ロラ イブ ラリ ー で す . この ファ イル は CP/M-80 を 作り 直す (改造 する ) 時 の た め に 入っ 
て いる も の で , 一 般 の ユー ザ が CP/M-80 を 使用 す る 上 で は 必要 の な い フ ァイル で す . 

(6) DUMP. ASM _ DUMP. COM 

ファ イル の 内 容 を 16 進 数 に て , 画面 に ダン プ 出 力 す る た め の コ マン ド フ ァイル (DUMP.COM) 
と その アセ ンプ ブラ ソー ス フ ァ イル (DUMP. ASM) で す . 
(7) ED. COM 

CP/M-80 の 各種 プロ グラ ム に て 使用 する た め に , テキ スト ファ イル を 作成 する テキ スト エ デ 
イダ (ウイ ジ 5S デ イダ ) リ の 大 
(8) FMCPM 605. SYS 

MODSYS (モデ シィ ス ) コマ ンド を 用 いて , 60K バ イト の 容量 の シス テム ディ スク を 作成 す る 
た め に 必要 な 情報 の 入っ た ファ イル で す . 

(9) FORMAT 

CPZM-80 に て 使用 する ディ スク を フォ ー マ ッ ティ ング (初期 化 ) する だ め の コ マン ドラ ファ イ 
ウレ 9. 

0 LOAD. COM 

ア ャ ング ブラ (ASM COM) な どか ら 出 力 る れる HEX フォー マッ トラ ファ イル を 6PZM=80 上 
で 直接 実生 可能 が コマ ンド ファ イル に 変換 する た め の , コマ ンド ファ イル #. 
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⑪ MODSYS. COM MODSYS. OVL 
CPM-80 シス テム ディ スク の シス テム サイ ズ の 変更 や PF キー の 初期 設定 値 の 再 定義 な ど を 
行う た め の コ マン ド フ ァイル (MODSYS. COM) と ,. その ュ ユマ ンド ファ イル と ペア て 使用 きれ 
る ファ イル (MODSYS. OVL) で す . 
⑫) MOVCPM. COM 
CPM-80 シス テム ディ スク の シス テム サイ ズ の 変更 を する 時 に 必要 と な る コマ ンド ファ イル 
RT す 。 
(9 PIP. COM 
ファ イル の コピ ー お よび 入出 力 装 置 へ の ファ イル の 転送 な ど を 行う コ ュ マ ンド ファ イル で す . 
CPM-80 の 代表 的 な コマ ンド の 一 つ で す . 
⑱⑭) SDCOPY. COM 
フロ ッ ピ イデ イィ イス ク ド ラ イブ が 1 ドラ イブ の み の FM- 7 シス テム に お いて ,。 デ イス ク の コピ 
だめ の コ マン ド フ ァイル 害 吉 | 
⑯⑮ STAT. COM 
ファ イル の 容量 (大 きき ) や 属性 , ディ スク の 空き 容量 な ど デ ィ ス ク の 状態 を 表示 お よび 変更 
する だ め の コ マン ド フ ァイル で す . 6 3 
「 GQ⑯ SUBMIT. COM XSUB. COM ュー の 
ファ イル に 入っ て いる CPM-80 の コマ ンド 群 を , あ た か も キー ボー ド よ り 入 力 さ れ た か の よ 
うに 連続 し て 実行 する た め の コ マン ド フ ァイル で です の 
0 SYSGEN. COM 
ンス テム ディ スク の コピ ー, シス テム ディ スク の 論 末 な 回 る 和 m 時 (= 庫 シ ンス 2Z バ の 
の 読み 込み お よび ディ スク へ の 書き 込み を 行う コマ ンド ファ イル で す 。 
9 壮 COM 
。 F-BASIC に て 用 意 き れ て いる CONSOLE, COL 


1 し で 


 / 
c 
ママ 
で 


ーー 


し 


4.2 外部 記憶 装置 


CP/M-80 に て 使用 する こと の で きる 外部 記憶 装置 に は 次 に 示す 2 つの も の が あり ます . 

(1) ミニ フロ ッ ピ イデ ィ ス ク 

(2 マイ クロ フロ ッ ピ イデ ィ ス ク 
人 @ 論理 ドラ イブ 名 と の 対応 
CPZM-80 で は すべ て ドラ イブ A か ら ド ライ ブ P まで の 16 台 の 論理 ドラ イブ 名 を 用 いて ディ ス 
ク を 扱い ます , 論理 ドラ イブ と 実際 に 接続 きれ て いる ドラ イブ (物理 ドラ イブ ) の 関係 は 次 の よ 
2 (26 0 893 療 
(1) ドラ イブ A ミニ (マイ クロ ) フ ロッ ピ イ ディ スク ユニ ッ ト の 右側 の ドラ イブ (0 と いう 

番号 が 付い て いる ). 1 ドラ イブ ユニ ッ ト の 時 に は , 本 体側 の ドラ イブ . 

(2) ドラ イブ B ミニ (マイ クロ ) フ ロッ ピ イ ディ スク ユニ ッ ト の 左側 の ドラ イブ (1 と いう 


番号 が 付い て いる ). また は 1 ドラ イブ ユニ ッ ト の 時 の 増設 用 ドラ イブ . 

増設 用 ミニ フロ ッ ピ イィ ディ スク ユニ ッ ト や 増設 用 マイ クロ フロ ッ ピ ィ デ ィ 

= スク ユニ ッ ト を 用 いま す . 右側 の ドラ イブ が ドラ イブ CC, 左側 が ドラ イ 
プ D に な り ま す . 


(G)  N ジ 42(G MD) 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニニ ーー ニニ ーー ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ーー 第 4 音 FM-77 CP/M-80 の 特長 
W ミニ フロ ッ ピ イデ ィ ス ク ,。 マイ クジ 還 錠 EKE1W ス パク 

CPM-80 で は , ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク と マイ 有 有 クロ フロ ラッ ピオ デス ク を 同 M5 の 回 上 @ 扱 
いま す . ミニ フロ ッ ピ イィ ディ スク , マイ クロ フロ ッ ピ イデ イス ク 合 わせ 4 ドラ イジ ラミ は NG( 全 用 訂 


きま す . 
1) 物理 的 仕様 


ャ クタ ント ラッ ク 


(2) CPM-80 上 の 論理 的 仕様 


バイ トノ ディ スク 
シス テム リザ ー プ トラ ッ ク 


(3) STAT ュ ユマ ンド に よる 表示 例 


>STRT R:DSK: 


内 : Drive CharacteristicSs 


2,432: 128 Byte Recnrd Capac 


304: KiLobyte Drive Ca 
128: 32 Byte Directnry 
128: Checked Directory 
256: Recnrds/ Extgnt 
16: Recnrds/ BLocK_ 
64: Records/ Trac 
・ Reserved 


還 128 フ ァイル | 


304K ベ イト 


ュー ニニ ーー ニニ ニー ンー ニニ ニー ニー ニー ニニ ニニ <ー<ー<ー ニ ーーー<ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー<ーーーーー ニ ーーーー テ ーー ママ ーー テー 


4.3 60K バ イト CPM-80 の サポ ー ト 


FM- 7 の CP/M-80 は ,56K バ イト の シス テム サイ ズ を 持っ た CPM-80 で す が , 市 販 る れ て い 
る プロ グラ ム の うち の いく つか は この シス テム サイ ズ で は 動作 し な いも の が あり ます . その よう な 
時 の た め に , FM- 7 の CP ノ M-80 は 60K バイ ト の シス テム サイ ズ を 持っ た CPM-80 の す サポート 
$ 行 っ て いま す . た だ し , 60K バ イト CP ン M-80 で は , CP/M-80 の 標準 的 な 機能 し か サポ ー ト さる れ 
て いな い の で , 本 章 で 述べ られ て いる 拡張 機能 は 使用 で きま せん . また , 使用 する こと の で きる 外 
部 記憶 装置 は ミニ フロ ッ ピ ィ イデ ィ イス ク ま た は マイ クロ フロ ッ ピ イデ ィ ス ク で す . 

60K バ イト CP ノ /M-80 の シス テム ディ スク の 作成 手順 に つい て は , 導入 編 第 4 章 シス テム デ 
ィ ス ク の 作成 を 参照 し て 下さ い . 


人 cg チャ xenb な 届 - の ご S 
ボウ J 村 いま も Tp3 旨 こる 
OUT ab パ の っ 月: 

と py Say パ sea 3 


全 ak こっ 


3 5 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーー ーーーーーーーーーーー~ 一 ーーーーーー ニ ーー ニー ニー< 第 4 音 FM-77 CP/M-80 の 特長 


4.4 CRT 画 面 の 制御 コー ド 


CPM-80 の CRT 画面 (コンソール) へ の 表示 を 行う 時 に オー ダ ( 副 指 令 ) ュー ド と 呼ば れる 制 
御 コ ー ド を 用 いる こと が で きま す . 

CPM-80 では, FM- 7 に て 使用 され る 一 般 的 な オー ダコ ユー ド と CPM-80 に て 拡張 きれ て いる 
オー ダコ ユ コード (エス ケー プシ ー ケ ンス ) の 両方 が 使用 で きま す . 一 般 的 な オー ダコ ュー ド に つい て は , 
本 書 で は その ユー ド 表 の み を 示し ます の で 詳細 は FM- 7 に 添付 の メー ザー ズ マ ニュ アル シス テム 
仕様 を 参照 し て 下さ い . 


@⑯ 一 般 的 な オー ダコ ー ド 


Erase Line 
Bell 
Back Space 

Horizontal Tab 
Line Feed 


$05 
$07 
$08 
$09 
$0A 
$0B 
$0C 
$0D 
$11 十 (3) 

$12 填 (x) 寺 ⑦⑰) 
$13 十 (n) 十 (c) 


カー ソル 以降 フィ ー ル ド の 終り まで を 削除 
ベル を 鳴ら す 

カー ソル を 1 つ 前 に 戻す 

TAB 動作 を も する 

カー ソル を 1 つ 下 の 行 へ 移動 す る 
カー ソル を 画面 の 先頭 へ 移動 する 
画面 を セク リア する 

改行 動作 を する 

フィ ー ル ド の 先頭 を 定義 する 
カー ソル の 位置 を 指定 する 
文字 を 繰り 返し 表示 し ます 

キー 入力 の 禁止 

キー 入力 禁止 の 削除 


Home 
Erase All 
Carriage Return 
Start Field 


Set Cursor Position 


Repeat Character 
Lock Keyboard 
Unlock Keyboard 
Erase Key Buffer 

。 | Set Buffer Mode 
| Set Unbuffer Mode 
ight Cursor 


カー シル を 上 へ 移動 
カニ ソ ツル を ド へ 移動 


ーー ニー ニー ニーーーーーーーー<ー<ーーーーー ニ ーーーーーーーーー こ ーーー<ーーーーー<ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー マ ーー マーーーーーー<ー ェ ーー テー テー 


⑯ CP ン M-80 に て 拡張 され た オー ダコ ー ド (エス ケー プシ ー ケ ンス ) 
(1) Clear Screen (画面 クリ ア ) 寺 [| 寺 話 
画面 クリ ア を 行い ます . 
2) Hard Copy (ハー ド ュ ユビ ピー) 二 回 土 m 
画面 の ハー ド ュ ピー を 行い ます . m に て ハー ドコ ピー の モー ド を 指定 し ます . m が ASCII の 1 
($31) の 時 に は HARDC1 の モー ド に て , 2($32) の 時 に は HARDC2 の モー ド に て ハー ドコ ピ 
74U は 49 
(3) Cursor Addressing (カー ツル 位置 指定 ) + | に | +y+x 
4 バイ ト か ら な る エス ケー フシ ー ケ ンス で カー ソル の 位置 を 指定 し ます . x と y に て 画面 上 
の 座標 を 指定 し ます が , x と y の 値 は 座標 値 に 対 し て 32($20) を 加え た だ 値 に な り ま す . つま り 
座標 0 が スペ ー ス コー ド ($20) に , 座標 24 が 数 字 の 8 の コー ド ($38) に な り ま す . 
(4④) Color Select (カラ ー セ レク ト ) + [c| +CC+BC 
4 バイ ト か ら な る エス ケー プ " シ ー ケ ンス イ で 文字 の 表示 色 と 背 景色 を 指定 し ます .CC に て 文字 
の 表示 色 の カラ ー コ ー ド を , BC に て 背景 色 の カラ ー コ ー ド を 指定 し ます . カラ ー コ ー ド は 0 か 
ら 7 の 数 字 に て 指定 し ます が U と いう 文字 を 指定 する と 以前 の まま の カラ ー コ ュー ド が 使用 る れ 
ます (カラ ー コ ー ド の 変更 が 行わ れ な い ). 
また, CC に A か ら G の 文字 を 指定 する と 反転 表示 が 行わ れ ま す . 


StHGU 3w 2 
3OW'EFJ 1 二 a( 提 


ha 


ーーーーーーーーーーー~ー 


4.5 RS-232C 回 線 


FM- 7 の CPZM-80 で は 次 の 3 つの RS-232C 回 線 を サポ ー ト し て いま す . 
(1) ポー ト 0 (RS-232C イン タフ ェ ー ス カー ド ) 
(2) ポー ト 1 1/0 拡 張 ユ ニッ ト 用 の RS-232C モジ ュー ル ) 
(3) ボー ト 2 1/O 拡張 ユニ ッ ト 用 の RS-232C モジ ュー ル ) 
各 RS-232C 回 線 の イニ シャ ライ ズ (初期 設定 ) は 次 の よう に 行わ れ ま す . 
(1) ビッ ト 長 8 ゼット 
2 みみ トッ プ ビ ゼッド 長 に ます スズ ストップ ピッ 
(3) パリ ティ チェ ッ ク  : パ リティ チェ ッ ク 無 し 
(4) ボー レー ト (分 周 比 ) : SLOW モー ド (6@4 分 周 ) 
注意 : CPZM-80 で は , 回 線 バ ッ フ ァ と ハー ドコ ピー 用 の ワー クエ リア が 共用 る きれ て いる た め に , 
回 線 受信 中 の ハー ドコ ユ ピ ー は 禁止 きれ て いま す . 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニーーーーーーーー ニ ーーー- 


ピル トイ ンコ マン ド 


本 章 で は , ビル トイ ンコ ユマ ンド の 各 コ マン ド に つい て 解説 し て あり ます . CPZM-80 の ビル トイ 
ンコ マン ド に は 以下 の も の が あり ます . 
sDIR (ディレクトリ) 
sERA (イレ ー ズ ) 電 
SREN (リネ ー ム ) 
SSAVE (セー プ ) 
SXXPE (タイプ ) 
CPM-80 に は , この 他 に USER と いう ビル トイ ンコ ユマ ンド が あり ます が , この コマ ンド は は ほ 
と ん ど 使 用 きれ な い の で 本 書 で は 解説 し て いま せん . 


ィ ー マ ーー アー<ーーー マ ーーー マ ーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーー ニ ーー 


5.1 DIR (ディ レク トリ ) 


DIR (ディ レク トリ ) コマ ンド を 用 いる こと に よっ て , ディ スク の 中 に どの よう な ファ イル が 入 
っ て いる の か を 調べ で たり, ある ファ イル が ディ スク に 入っ て いる か どう か を 調べ る こと が で きま す . 
本 節 で は , DIR コマ ンド の 機能 を 2 つ に 分 け て 解説 し て あり ます . 5.1.1 項 び で は ディ スク に 入っ て 
いる ファ イル を 調べ る 時 の 方 法 を , 5.1.2 項 で は , ある ファ イル が デイ スク に 入っ て いる か どう か を 
調べ る 時 の 方 法 を 示し て いま す . 


5.1.1 ディ スク の ファ イル 名 一 覧 表 の 表示 
信 撰 能 
指定 され た ディ イス ク に 入っ て いる ファ イル の ファ イル 名 を 一 覧 表 の 形 で 画面 に 表示 し ます . 


@ 構 文 


DIR ld:j | 


(入力 例 ) DIR B: 
DIR 回 


念 説 明 

di に よっ て 指定 る きれ る ドラ イブ に 入っ て いる デイスク の ファ イル 名 一 覧 表 (ディ レク トリ リ 
スト ) が 表示 る れ ま す . d : は ドラ イブ 指定 で あり , ド ライ グ 名 (AP) と コロ ン に て ドラ イブ を 
指定 し ます . また , ドラ イブ の 指定 を 省略 し た 時 に は , カー レン トド ライ ブ の ファ イル 名 一 覧 表 
が 表示 る れ ま す . 

ファ イル 名 の 一 覧 表 は 次 の よ うぅ な 形式 に て 表示 され ます . 


>zDIR d: 
d: fjiLename typ : fiLenamg typ : fiLename typ : fiLenamg typ 


C 


d: fjiLename typ : fiLename typ : fiLename typ : fiLenamB typ 
d: fiLename typ : fiLenamB t ツ yp 
介 > 


68 


ニニ < ニニン ーー ニー ニー っ ーー ンー ニ ニニ ンー ニン ニンニン ニン ニン ニンフ ニン っ ニン ン ン ン ン ニン フン ニン ン ピン フン ンー ニン 0 も 6 本 粒 じ 9 e 全 2 に ルン ド 


d は ドラ イブ 名 で あり , 実際 に は AP の 論理 ドラ イブ 名 に な り ま す 。 filename は 8 文字 の < フ 
ァイル 名 > で あり , type は 3 文字 の < ファ イル 型 > で す . 
指定 され た ドラ イブ に ファ イル が 存在 し な い 時 に は 次 の ょ うに NO FILE と 表示 きれ ます . 


谷 2DIR d: 
NH FILE 


肌 > 


人 で 操作 例 
(1) ドラ イブ B の ファ イル 名 一 覧 表 の 表示 


>DIR B: 

B: MYPRUG1 CUM : MYPRUG1 SM : MYPRHG1 PRN : DATANH1 DaT 
B: TEXTS TXT stE CUM : STRT CUNM に 
朋 > 


DIR B: [記入 力 す る と ドラ イブ B の ファ イル 名 一 覧 表 が 表示 きれ ます . ドラ イブ A な ら ば | B 
DIR A: [, ドラ イブ C な ら ば DIR C: 【 避 と 入力 し ます . も 
(2) カー レン トド ライ ブ の ファ イル 名 一 覧 表 の 表示 


a>D1R 回 OR も 
a: MOVEPM CUM : PTP CON : SUBMTT COM : 
: ED CDM : ASM _CDM : DI 議 』 Ms 
: STaT COM : SYSGEN COM : 
: DEBLUCK ASM : DISKDEF L1B : 
人 : SDCDPY CM : FMCPM605 SYS : 
: MHDSYS CHM : MODSYS 。QVL 


「 


) を 省略 す る と 。 カー レン トド ライ ブ の ファ イル 名 一 覧 表 が 表示 され ます . 


ー ィ ーーーーーーーーー<ーーーーー<ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーー 一 ーーー 一 ーーーーーーー 


(3) ディ スク に ファ イル が 存在 し な い 時 


>DIR B: 
NH FILE 


肌 > 


指定 され た ドラ イブ に ファ イル が 存在 し な い 時 に は NO FILE と 表示 され ます . 


5.1.2 指定 し た ファ イル の ファ イル 名 の 表示 
@ 拉 能 
指定 きれ だ ファ イル の ファ イル 名 を 一 覧 表 の 形 で 画面 に 表示 し ます . ファ イル の 指定 に は , あ 
いま いな ファ イル 指定 を 用 いる こと が で き , 複数 の ファ イル を 同時 に 表示 る せる こと が で きま す . 


@ 構 文 


DIR filespec 


(入力 例 ) DIR Aa:FURMAT .CUM 
DIR B:MYPRUG .* 
DR 寺 局 EEIZ224 科 XiII 


@ 説 明 
fespec に て 指定 きれ る ファ イル の ファ イル 名 を 画面 に 表示 し ます . filespec に は 。 ワイ ルド カ 
を 用 いて あい まい な ファ イル 指定 を 行う こと が で き , 複数 の ファ イル の ファ イル 名 を 表 。 


ドラ 


※ あ いま いで な い フ ァイル 指定 の 時 。 


>DTR fiLespec 
d: fiLename typ : fjiLenamg tyD : 一 ・・・・ 
骨 > 


※ あ いま いな ファ イル 指定 の 時 (対応 する 複数 の ファ イル 名 を 表示 ) 


また , filespec に 対応 する ファ イル が デイスク 上 に 存在 し な い 時 に は 次 の よう に NO FILE と 
表示 され ます . 


>fiLespecC 
NU FILE 


AP2 


人 @ 採 作 例 
(1) あい まい で な い フ ァイル 指定 


a>B :FURMRT . CUNM 
B: FURMaT CUNM 
月 > 


』 指定 し た ファ イル が 存在 する 時 に は , その ファ イル の ファ イル 名 が 表示 る れ ま す 。 
(2) あい まい な ファ イル 指定 * 


っ ae プス ャ 


Aya:MYFILE??.TXT 
| 人: IYFIUE=1 TXT 


8 [NEaMLS= TK 


ee を その あい まい な ファ イル 指定 に 対応 する ファ イル の 
ファ イル 名 が (も し 存在 する な ら ば ) 複数 個 表 示さ れ ま す . 


ーーーーー<ーー こ ーーーーーーーーー こ ーーー こ ーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーーー ニ ーー ホー テーーーー テ ティ 


(3) ファ イル が 存在 し な い 時 


2B:ULDFILE .ULD 
NO FILE 


AP 


指定 きれ た ファ イル が 存在 し な い 時 に は NO FILE と 表示 る れ ま す . 


HU。33J1 - 1XT Si 


ま 
k 所 


由 に の 
= 」 


み 


ーー 


ーー ニー ーー ニー デー 和 ※ ら 季 上 こ 上 


II 泊 間 間 昌明 5 章 ビル ト イ シン ル ニル ニン ポ ン / ド 


5.2 ERA (イレ ー ズ ) 


ERA (イレ ー ズ ) コマ ンド を 用 いる こと に よっ て , 不用 に な っ た ファ イル を ディ スク か りら 削除 し 
て , その ファ イル を 記憶 し て いた 領域 を 他 の 用 途 に 使用 する こと が で きま す . 


@ 失 能 
指定 され た ファ イル を ディ スク か ら 削 除 し ます . ファ イル の 指定 に は あい まい な ファ イル 指定 
を 用 いる こと が で き , 複数 の ファ イル を 一 度 に 削除 する こと が で きま す 。 


@ 構 文 


ERA filespec 


(入力 例 ) ERA_B:HLDFTILE .TXT 4 
ERA MYFILE .FITL 
ER _B:MYPRUG .* 


@ 説 明 A 
filespec に て 指定 きれ る ファ イル を 削除 し ます . filespec に は ワイ ルド カー ド 文 字 を 用 いで あい 
まい な ファ イル 指定 を 行う こと が で き , 複数 の ファ イル を 一 度 に 削除 する こと 6 でき ます . 
filespec と し て , すべ て の ファ イル に 対応 す る *.* を 指定 し た 時 に は し と 
すべ て の ファ イル を 削除 し て よい か どう か を 問い 合わ せ て きま す の で , Y 
入力 し ます . N と 入力 し た 時 に は ファ イル の 削除 は 行わ れ ま せん 


>ERRA *.* 
ALL 〈Y/N)?Y Pd 
A> 


。 filespec に 対応 す る 


ーー ェ ーーーーーーー 
ーー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニニ ニー ニニ ーー ニーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーーーーーーー ニ ーー ニーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー 一 
ー 


>ERR fiLespeC 
NU FILE 


介 > 


ERA コマ ンド で は 。RO (Read Only : 読み 出し 専用 ) 属性 の ファ イル は 削除 する こと が で き 
ませ ん .。 を の よう な ファ イル を 削除 し よう と する と 決 の よう な エラ ー メ ッ セ キー ジ を 表示 し て , フ 
ァイル が 削除 で き な い こと が 示さ る れ ま す . 

Bdos Err On A: File R ノ O 

この ょ うな 時 に は 。 スペ ー ス キー (任意 の キー で よい ) を 押し て CP/M-80 の コマ ンド レベ ル 
に 戻っ て か ら ,。 STAT (スタ ッ ト ) コマ ンド を 用 いて ファ イル を RVW (Read Write: 読 み 書き 可 
能 ) 属性 に 設定 し 直せ ば 削除 する こと が で きま す . 


>ERR 和 f1LeSDeC 
Bdos Err Hn A: FiLe R/ ロ 
aA>STAT fiLespec $R/W 


fiLespec se tn R/M 
朋 > 


また 。 デ ィ イス ク を 入れ 替え た 後に リブ ー ト を 行わ な か っ た 時 に は , ディ スク の 内 容 を 保護 する 
た め に ,。 一 時 的 に を の デイ スク は 読み 出し 専用 状態 (リー ド オ ン リ ー ス テー タス ) に セッ ト さ れ 
ます . を の 状態 で ファ イル を 削除 し よ う と する と 次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . 
Bdos Err On A: R ノ O 
この ょ うな 時 に は , スペ ー ス キー (任意 の キー で よい ) を 押し て CPZ/M-80 の コマ ンド レベル . 
に 戻っ て 下さ い . AA 


伯 ag Gb 


も さっ ああ M。 9W 


ュー つど きも ニニ ーー ニー そ モ ーー エー BS 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ンー。 


ファ イル の 削除 が 正常 に 行わ れ た 時 に は , 何 も 表 示 き る れ ま せん . 
(2) あい まい な ファ イル 指定 


aa>ERA MYPRUG .※ 
邊 > 


あい まい な ファ イル 指定 を 行っ な 時 に は , その あい まい な ファ イル 指定 に 対応 する すべ て の フ 
ァイル が 削除 る きれ ます . この 場合 も ,。 ファ イル の 削除 が 正常 に 行わ れ た 時 に は 。 何 も 表 示さ れ ま 
2 ん じ 
(3) すべ て の ファ イル を 指定 


>ERR _B:※.※ 
全 LL 〈Y/N) タ ? 


すべ て の ファ イル を 削除 する よ う に 指定 する と ,。 ファ イル を 削除 する 前 に , ほん 1 CN 


て し まっ て も よい の か を ユー ザ に 問い 合わ せ て きま す . 8 


(4) ファ イル が 存在 し な い 時 ーー 


A>ERA DLDFILE .FIL 
NO FILE は 
A> 


Se 


に 表示 ぐれ ます 


ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーーーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーー ニー ニー イイ ーー テテ テ 


5.9 REN (リネ ー ム ) 


REN (リネ ー ム ) コマ ンド を 用 いる こと に よっ て , ファ イル 名 を 変更 する こと が で きま す . REN 
ュ マ ンド に よる ファ イル 名 の 変更 は 、 新しい ファ イル 名 を 持っ た ファ イル を 作成 する の で は な て, 
ファ イル の ファ イル 名 に 関す る 情報 を 書き 替 た ん る だ け で す . し た が っ て ファ イル の 属性 な ど そ の フ 
ァイル の 特性 は すべ て 保存 きれ ます . 


@ 拉 能 
ファ イル 名 の 変更 を 行い ます . 


REN filespec 1 =filespec 2 


filespec1 = 新しい (変更 後 ) ファ イル 名 に よる ファ イル 指定 (filespec) 
filespec2= 古 い (変更 前 ) ファ イル 名 に よる ファ イル 指定 (filespec) 


(入力 例 ) REN :NEMFILE .TXT=A:ULDFILE .TXT 
REN YUHURDATA .D8T=MYDaTA.DRT 
REN E:MYFILE .CBL=YUURF TITLE .CBL 


@ 明 

filespec2 は 古い (変更 前 ) の ファ イル 名 で あり , すでに その ファ イル が 存在 し て いな く て は な 
り ま せん . filespec1 は 新しい (変更 後 ) の ファ イル 名 で あり , その ディ スク 上 に 存在 し な い フ ァ 
イル で な く 〈 く て は な り ま せん . filespec1 に て 指定 され る ファ イル が すでに 存在 する 場合 に , REN コ 
マン ド は FILE EXISTS と 表示 し て ファ イル 名 の 変更 を 中 止 し ます . 


に 


人 >REN f1LBspeE1=f1LBSpec2 
FIUE EXmSiIS 


朋 > 


filespec2 に て 指定 る きれ る ファ イル が ディ スク 上 に 存在 し な い 時 に は ,REN コマ ンド は NO FI- 
LE と 表示 し で ファ イル 名 の 変更 を 中 止 し ます . 


76 


さ 12 
イィ ーー マー て ーーーーー テ ーー テー テーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー テー ニー ニュ ノレ ジジ 2 に つ ング 


>REN fiLBSDEC1=f1LBSpeC2 
NU FILE 


月 > 


filespec1 と filespec2 に お ける ドラ イブ の 指定 は 同 ー ド ライ ブ で な く て は な り ま せん . 5 し, ド 
ライ ブ の 指定 が 異な っ て いる と エラ ー と な り フ ァイル 名 の 変更 を 中 止 し ます . また , 人 iespec2 の 
ドラ イブ の 指定 は 省略 する こと が で きま す (た と を カー レン トド ライ ブ で な く で て 8). た だ し , 
filespect の ドラ イブ の 指定 は カー レン トド ライ ブ (ログ イン ディ スク ) 以外 は 省略 す る こ 回 は 5 
きま せん , 
REN コマ ンド で は , RO (Read Only : 読み 出し 専用 ) 属性 の ファ イ ル の ファ イル 名 を 変更 す 
る こと は で きま せん . その よう な ファ イル の ファ イル 名 を 変更 し ょ うと する と 次 の よう な エラ ー 
メッ セー ジ を 表示 し て , ファ イル 名 が 変更 びき な いこ と が 示さ れ ま す . 
Bdos Err On A: Rile R/O 
この よう な 時 に は , スペ ー ス キー (任意 の キー で よい ) を 押し て CPZM-80 の コマ ンド レベ ル 
に 戻っ て か ら , STAT (スタ ッ ト ) コマ ンド を 用 いて ファ イル を RW (Read Write : 読み 書き 可 一 
能 ) 属性 に 設定 し 直せ ば ファ イル 名 を 変更 する こと が で きま す . 
り ア ィ スク を An 幸 た 人 0Z 王 に 
だ め に , 一 時 的 に を の ディ スク は 読み 出し 専用 状態 (リー ド オ ン リ ー ス テー タス ) に モッ ト さ れ iv 
ます . その 状態 で ファ イル を 削除 し よう と する と 次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . 
Bdos Err On A: R/O 
この よ うな 時 に は , スペ ー ス キー (任意 の キー で よい ) を 押し て CPZM-80 の ュ マ ンド レベ ル 
に 戻っ て 下さ きい. eg 


人 @ 操作 例 
(1) 正しい ファ イル 名 の 変更 例 


>REN B:NEMFTLE .TXT=B :HLDFTLE . SRC 回 回 っ yr 
月 > た こ コ 


ニー ニー ニニン ニニ ニニ ーーー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーー ニ ーーーー っ ーーー< テ ーー マー マーー 


>REN B: NEMFILE .TXT=HLDF ILE .SRC 
> 


ドラ イブ B に ある OLDFILE. SRC ファ イル の 名 前 を NEWFILE.TXT に 変更 し た 例 で す . 下 
の よ ょ うぅ に filespec2 の ドラ イブ の 指定 を 省略 する こと が で きま す . 
(2) 新しい ファ イル 名 が すでに 存在 し て いる 時 


Aa>REN MYDATA.DAT=YHURDaATA.DRT 
EE 当選 XSiIS 
朋 > 


新しい ファ イル 名 が すでに 存在 し て いる 時 に は FILE EXISTS と 表示 され ます . 
ーー N (3) 古い ファ イル 名 が 存在 し な い 時 


aA>REN DATAFILE .DAT=HLDF ILE . SRC 2 
NU FILE 
AP 


古い ファ イル 名 の ファ イル が 存在 し な い 時 に は NO FILE と 表示 る れ ま す . 


ーー 天 ーー 


5.4 SAVE (セー プ ) 


SAVE (セー ブ ) コマ ンド を 用 いて CP ン M-80 の トラ ンジ ェ ン トブ プログラ 2 領域 (PA) の 内 容 
を ディ スク に ファ イル と し て 書き 込み ます . トラ ンジ ェ ン トブ ログ ラム 領域 ち は 。 CPZM-80 の トド 
ラン ジェ ント コマ ンド (プロ グラ ム ) が 読み 込ま れ て 実行 る れる 領域 ど わ り , メモ リ の 100HI(256 計 " 地 
i 進 ) 番地 か ら の メモ リ 領 域 を れい いま す . SAVE コマ ンド は , を の トラ ンジ ェ ン トブ プ ログ ラム 領域 の 
メモ リ の 内 容 を 100H 番 地 か ら 指 定 る きれ た ペー ジ (256 バ イト ) 数 分 を と その まま の 形 で デイ スク ファ 


イル に セー ブ し ます . 


久 機 能 
トラ ンジ ェ ン トブ プロ グラ ムッ ム 領域 (TPA) の 内 容 を ファ イル に 書き 込み ます . P 


⑯ 構 文 


filespec 


n= ベ ペー ジ 数 


(入力 例 ) SAVE 4 MYDATA.BIN 
SaVE 15 B:SAVETPa .DaT 


⑯ 説 明 
filespec に て メモ リ (TPA) の 内 容 を 書き 込む ファ 。 
ペー ジ 数 を 指定 し ます . 1 ペー ジ は 256 バ イト で 


.< 512 バ イ ト が ファ イル に 書き 込 
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TYPE (タイ グ ) コマ ンド を 用 いて テキ スト ファ イル の 内 容 を , 画面 (コン ツ ソール) に 表示 る せ 
る こと が で きま す . 表示 る せる ファ イル の 内 容 は どん な も の で も よい の で す が , テキ スト ファ イル 
以外 の も の を 表示 させ よう と する と お を そら 〈《 正常 な 表示 動作 は 行わ れ ま せん . その 理由 は , TYPE 
コマ ンド は ファ イル (テキ スト ファ イル ) の 内 容 を その まま 画面 (コン ツー ル ) に 表示 (転送 ) す 
る た め , 画面 に 表示 きれ な い 文 字 コ ユー ド や 制御 コー ド ま で も 表示 し よう と し て し まう た めで す . 


テキ スト (文字 ) ファ イル の 内 容 を 画面 (コン ツー ル ) に 表示 し ます . 


TYPE filespec 


(入力 例 ) TYPE 人 :MYTEXT .PRN 


@ 説 明 

filespec に て 指定 され る ファ イル の 内 容 を , 画面 (コン ツー ル ) に 表示 し ます . ファ イル は テ 
キス ト (文字 ) ファ イル で な く 《 て は な り ま せん . テキ スト ファ イル 以外 の ファ イル を 指定 し て も 
エラ ー に は な り ま せん が , 正常 な 表示 動作 は 行わ れ ま せん . 

指定 し た ファ イル が 存在 し な い 時 に は , ファ イル が 見 つか ら な か っ た こと を 示す た め に NO 
FILE と 表示 る れ ま す . 


zTYPE fiLespec 
NH FTLE 


有 > 


表示 す る ファ イル の 内 容 が 長 〈 て 一 画面 に 表示 し きれ な い 時 に は , キー ボー ド よ り = 
St を 以 力 表示 を 二 時 停 上 下る せる に と が で きま) スペ ニス キー 任意 の キー よる 
押 カ こと に よっ て , 停止 し で いる 表示 を 再開 ずる こ と が で きま す 。 た だ し 表示 中 に ミ 
S キー 以外 を 入力 す る と 表示 が 中 断 し て し まい ます の で 注意 し て 下 き い . 
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州 = 


に 
ーー 


「 


ま な 

2 と ネン IS - 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー< ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニ ーーー ニー< ニ ニニ ニニ ーー- 湯 童 ビル トイ ンコ マン ド 
8 


人 @ 操作 例 
(1) ファ イル の 表示 が 本 。 


>TYPE :TUDaAYJUB . SUB 

ERa_PRUG . SM 

PTIP PRUG .ASM=PRHG1 . RSM , PRHG2 . ASM , PRHGA .LTB 
SM PRHG ヘー 
PTP LST:=PRDG . PRN 1 
PRHG AA 


> 和合 > 


ファ イル が 存在 し な い 時 


仙 > TTPE LASTFTEENISN 
NU FILE 
有 有 > 


指定 し た ファ イル が 存在 し な い 時 に は NO FILE と 表示 きれ ます . 


ント コ マン ド 


本 章 で は , FM- 7 用 CPM-80 の トラ ンジ ェ ン トコ マン ド の 各 コ マン ド に つい て 解説 し て あり の 
ます . 本 意 に 解説 し て ある トラ ンジ ェ ン トコ マン ド に は 以下 の も の が あり ます . 2 

s DUMP (ダン グ ) 本 

Ss FORMAT (フォ ー マ ッ ト ) 

s MODSYS (モデ シィ ス ) 

s MOVCPM (ムー ブシ ー ピ ビー エム ) * 

S PIP (ピッ プ ) 

es SDCOPY (エス ディ コピ ー) 


s STAT (スタ ッ ト ) 9 
s SUBMIT, XSUB ( サ プ ミ ッ ト , エッ クス サブ ) 
s SYSGEN (シス ゲン ) It 、 . 


SS (2 ンコ に イジ 


ーー ニー ニー ニー に ーー ニー ニーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーー ニ ーーーーー こ ーーーーー こ ーー ニー ニー ニーーー ニ ーーー で ーー で ーーー ニー ニーーーー テ ーー で ーーー テ テテ 


6.1 DUMP (ダン プ ) 


ある ファ イル の 中 に どの よう な 内 容 が 入っ て いる の か を 知り た い 時 が あり ます . その ファ イル が 
テキ スト (ASCII) ファ イル で あれ ば 第 4 章 に 示し て ある TYPE コマ ンド を 用 いて 画面 に 表示 させ 
る こと が で きま す が , 機械 語 の プロ グラ ム フ ァ イル や ASCII デー タ 以 外 の ファ イル は その まま で は 
表示 きせ る こと は で きま せん . その よう な 時 に は ,DUMP コマ ンド を 用 いて ファ イル の 内 容 を バイ 
ト ご と に 16 進 数 に て 表示 (ダン プ ) させ ます . 


@ 失 能 
ファ イル の 内 容 を 16 進 数 に て 画面 に 表示 (ダン プ ) し ます . 


@ 構 文 


DUMP filespec 


(入力 例 ) DUMP MYFILE.D8T 
DUMP _B:MYPRUG .CUM 


人 @ 説 明 
fiespec に て 指定 され る ファ イル の 内 容 を , バイ ト ご と に 16 進 数 に て 表示 し ます . ファ イル は 
どん な ファ イル で も か まい ませ ん . 表示 は 次 の よう に 行わ れ ま す . 


| >DUMP fiespec 


dd dd dd dd dd dd dd dd dd dd dd dd dd dd dd 
dd dd dd dd dd dd dd dd dd dd dd dd dd dd dd 
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dd dd dd dd dd dd dd 


- 


dd は 各 バ イト を 16 進 数 で 表わし た 値 で あり 1 行 に 16 個 表示 る れ ま す . aaaa に は , 一 番 諾 側 の qq 
の , ファ イル の 先頭 か あら の バイ ト 数 が 16 進 て 表示 され ます . 


ご 、 ッ 1 SIN2 
mw ーー シー ーー ニー ニー ニーー ニ ーー ニー ニン ーー ニー ンーー ニ ーーーーーーーー 葛 6 音 に ぱ ク シン ジョ ョ ン | ら 7 で ンド 


filespec に て 指定 し た ファ イル が 存在 し な い 時 に は , ファ イル が 見 つか ら な か っ た こと を 示す た 
め に 次 の よう に 表示 る れ ま す . 


>DUMP fiLespeC 


NH INPUT FILE PRESENT UN DISK 


月 > 


S キー を 入力 し て 表示 を 一 時 停止 きせ る こと が で きま す . スペ ー ス キー (任意 の キー で よい ) を 
押す こと に よっ て , 停止 し て いる 表示 を 再開 する こと が で きま す .。 た だ し , 表示 中 に CTR 
S キー 以外 を 入力 す る 表示 が 中 断 し て し まい ます の て 注意 し て 下さ い . 

まだ た , ファ イル の ダン プ 出 力 を プリ ンタ に も 行い た い 時 に は , DUMP コマ ンド を 和久 力 2 前 に 
シス テム プロ ンプ ト の すぐ 前 に キー ボー ド よ り -P を 入力 し ます . すると, 画面 に 表示 $ 
れる 内 容 が , その まま プリ ンタ に も 出力 され ます . 寺 


表示 する ファ イル の 内 容 が 長く て 一 画面 に 表示 し きれ な い 時 に は , キー ボー ド よ り |CTRL| - ' 


@⑯ 採 作例 OM 
(1) 09DEMO.COM ファ イル の ダン プ 表 示 


>DUMP 09DEMH .CUM 


0000 OE 7F 3E FF CD 05 00 C9 Be 7? C9 
0010 A5 19 EB E1 D8 1B 18 
0020 D7 0C CD 1E 10 3 4F 
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1DEO 00 00 00 00 00 00 00 
1DFO 00 00 00 00 00 00 00 


ーー ニー ニー ニー ニーーー ニ ーー ニーーーーー こ ーー こ <ー こ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー こ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー デ テー テー テー テー テー テー テテ 


(2) 指定 し た ファ イル の 存在 し な い 時 


azDUMP HLDFILE .FIL 


NO INPUT FILE PRESENT UN DISK 
月 > 


邊 生 -4J0。 で 0 


> 。 08 っ る 3 な し 8 は 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


6.2 FORMAT (フォ ー マ ッ ト ) 


CPM-80 で 使用 する ディ スク は , 使用 する 前 に 一 度 FORMAT コマ ン 「 
ィング を 行わ な てく て は な り ま せん . フォ ー マ ッ ティ ング と は ,。CP/M-80 が デイ スク に デー タタ を 読 時 
み 書 きす る の に 必要 な 情報 (ゲー タ ) を ディ スク に 書き 込む こと を 言い ます . 


@ 接 能 に 
ディ スク の フォ ー マ ッ ティ ング を 行い ます . 


@ 構 文 


FORMAT ldi:| に 


(入力 例 ) FURMAT 


FURMAT R: 


@ 説 明 
FORMAT d: と 入力 す る と 本 コマ ンド が 起動 きれ て , ドラ イブ dt 
を フォ ー マ ッ ティ ング し ます . ドラ イブ の 指定 を 省略 し た 場合 に は 自 

れ た と みな され ます . “ 
< 例 > FORMAT A: ドラ イブ A の ディ スク を : 
FORMAT [ 避 中 販 ィ ブ 人 0 の 4 グ 


に 


ー=<ーーー こ ーーーー こ ーーーーーーーーーーーーーーーー ブ ーー イーナ ーー テテ 


>FURMRT B: 
DISK FURMRTTING PRUGRAM V2.0 FUR FM-7 CP/M V2.2 


capyright 〈c〉 by FUJITSU MICOM SYSTEMS 1982.3 


Tnsert Disk on Drive B: 一 一 ーー ーーーーーーーー(① 


(cg 0mG 人 2 王 (NiONU 誠 還 2 
Formatting Now 


氷 ※ ※ FUnC 上 10n COmDLetB *※ 水 ※ 


Tnsert DisK nn Drive B: 
Genalz 放 YSNED > N ーーーーーーーーーーーーーーー ゆ 
内 > 


① Going? (Y, N) > 
指定 し た ドラ イブ に ディ スク を 正しく 挿入 し て か ら Y と 入力 し ます . N と 入力 する と FORIM- 
AT コマ ンド の 実行 を 終了 し ます . フォ ー マ ッ ティ ング は 続け て 何 枚 で も 行え ます . 


選 (か (オォ に 計 ) 上 生 びる も ま ト は すま す 寺 < ュ そ ・ ー ネ 守 の 二 


すま 


で ら 位 " 


あ TO 
ーーーーーーーーーーーー ニ ーーーー<ーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニー 一 < 生 6 音 トラ ンジ ェ ン トコ マン ド 


6.3 MODSYS (モデ シィ ス ) 


SYSGEN コマ ンド に て メモ リ 上 に ロー ド さ る れ て いる CPM-80 シス テム に 対し て PF キー 定義 
文字 列 の 変更 を 行い ます . また , MOVCPM コ マン ド に て メモ リ 上 に ロー ド さ れ て いる 60K CPZ/M 
-80 シ ステ ム の 作成 も 行い ます . MODSYS ュ ユマ ンド は , SYSGEN コ マン ド や MOVCPM コ ユマ ンド と 
共に 使用 し て 新しい シス テム ディ スク を 作成 する た め の コ マン ド で す . 


@ 検 能 ト 
SYSGEN コマ ンド お よび MOVCPM コマ ンド に て メモ リ 上 に ロー ド き れ て いる CP ノ M-80 シ し 
ステ ム を 用 いて , 新しい シス テム を 作成 し ます 。 ーー 

@ 措 婦 


MODSYS 


(入力 例 ) MOUDSYS 


@ 説 明 
MODSYS コマ ンド を 実行 する 時 に は , あら か じ め CPZM-80 の シス 
れ て いる 必要 が あり ます . シス テム を メモ リ に ロー ド す る に は SY 
60K の CPZM-80 シス テム ディ スク を 作成 する 時 は MOVCPM 
また , MODSYS ユマ ンド は メモ リ 上 の シス テム を 変更 する だ 
SYSGEN コマ ンド を 用 いて ディ スク に シス テム を 書 


@ 実行 に 必要 な ファ イル 
MODSYS ュ ュ ンド を 実行 す る 時 に 上 の : 
凍り 


e et 
MOVCPW [回 入力 す 4 コマ ンド が 和 動き 0 ます 


ーーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


(1) 56K シ ステ ム 作 成 時 


>MUDSYS 
MDIFY SYSTEM PRHGRAM V2.0 
SYSTEM IMAGE IN MEMHRY ? Y 一 ーーーーーーーーーーーーーーー バ D 
ーーーー ーー 一 ② 


SYSTEM S1ZE=56 
FLHPPY=5 ーーーーーー ーー ーーーーーーーーー③ 


PF=1,DIR Aa:^M 回 一 一 ーーーーーーーーーーーー④ 
PF=2.DIR B:^M 
PF= 


MINT 56K CP/M CUMPLETIUN 
READY FUR "SYSGEN" 


月 > 


se (2) 60K シ ステ ム 作 成 時 


A>M ロ DSYS 
===== MDDTFY SYSTEM PRUGRAM V2.0 ===== 
SNZSGINEIM 妥 RU4QIGE 四 UN 目 MENBRY 二 21 な ーー に ふ b 


SYSTEM SIZE=60 aa 
ID) 


MINT 60K CP/M CUMPLETIUN 
READY FOR "SYSGEN" 


! 


時 二 生 孝二 ーーーー 


ーーーー ニ ーー ーー 


US る る すさ さや) 舞 


の すす 


の 確認 で す 。、 シ ステ ム が ロー ド 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


きれ て いる 時 に は Y [ 叶 | と 入力 し ます . ここ で , N [ と 入力 す る と 本 コマ ンド の 実行 を 終了 

し ます . 3 

② SYSTEM SIZE 

CPM-80 の シス テム サイ ズ を 指定 し ます . 56K CP/M-80 の 時 に は 56 避 と, 60K CP ノ < 

M-80 の 時 に は 60[ 結 | と 入力 し ます . 60K CP ノ M-80 (60【|) を 指定 し た 時 に は 以下 の 設定 * 貞 

は 行わ れ ま せん . ' 

③ FLOPPY = 時 

無 条 件 に 5 と 入力 し ます . 
④ PF= 
CPM-80 の 起動 時 に 設定 され る PF キー 定義 文字 列 の 変更 を 行い ます 。、PF= に 対し て PF 

キー に 定義 する 文字 列 を 次 の 形式 で 入力 し ます . 
<PF キー 番号 〉, < 定義 する 文字 列 〉 

・ PF キー 番号 は 1 一 10 の 数 字 で す . 

・ 定義 する 文字 列 は 改行 コー ド (【 回 | ) に て 終了 し ます . 

・ 文字 列 は 最大 15 文 字 ま で 定義 きれ ます . 

・ 制御 文字 を 定義 する 場合 も , キー を 用 いて 直接 キー 入力 し ます . た だ し 改行 ユー 
ド を 定義 する 時 に は へ (アッ プア ロー) キー を 入力 し て 下さ きい. 画面 に へ M と 表示 きれ て 
改行 コー ド が 定義 され ます . kay 

・ [DEL | キー を 入力 す る と, 入力 し た 最後 の 1 文字 が 削除 きれ 。 その 文 aaー 
され ます . 和 

・ PF キー に 定義 むす る こと の で き な い 文字 (コー ド は へ (6EH) 


で て す . CCBD 5 立 
3 凍り 2 で | 


PF キー 定義 文字 列 の 設定 を 終了 する 時 に は PF= に 対し て [ 


PF1 = DIR 
6 9 呈 D)0S A 8 
PF3=DIR B: 回 
12 還 SAO 
| PF5 =\KEY LIST 


ーー ラー ニニ ニー レニ ニニ ンー> ニ っ ニニ ニッ ニ < ニ < ニニ ニニ < ニー っ ーー ニー ニニ < ニー<ー ニ < ニー ニー ニー ニーー<ー<ー ニ ーー ニー<ー<ーーー<ー<ーーー ニ ーーー ニ ーー<ー<ーー ニ ーーー プーマ ーー ママ ーー 


@ 採 作 例 
PF キー 定義 文字 列 を 変更 す る 時 ほし SYSGEN コマ ンド と の 組み 合わ せ の 例 を 下記 に 示し ます . 
60K CPZM-80 の 作成 に つい て は 送 入 編 の 第 4 前 を 参照 し て 下さ い . 


>SYSGEN 
SYSGEN VERSIUN 2.2 

SDURCE DRIVE NRME 〈HR RETURN TU SKIP) 
SHURCE UN A: THEN TYPE RETURN 
FUNCTIHN CUMPLETE 


DESTINATTUN DRIVE NaME 〈HR RETURN TU REBUOT〉 
>MUDSYS 


===== MHDIFY SYSTEM PRHGRRIM V2 .(0 ==== ニ = 


SYSTEM IMAGE UN MEMURY ? Y 
SASIENM 軒 Si 選 三 56 

居 四 各局 選 全 5 
PE=1,DTR Ra:2N 
PF=2.DIR B:^M 
PF= 


MINI 56K CP/M CUMPLETIUN 
READY FR "SYSGEN" 


>SYSGEN 
SYSGEN VERSIHN 2.2 

SHURCE DRIVE NAME 〈UR_ RETURN TU SKTP) 

_ DESTINRTIHN DRIVE NAME 〈HR RETURN TH REBHUT) B 
| DESTIN8TIUN HN B: THEN TYPE RETURN 
_FUNCTTUDN CUMPLETE 

| DESTINRTIUN DRIVE NaAME 〈HR RETURN TH REBHQT) 回 
| 8> 


ーー 


<ー マ ーー マイ "ーーーー・ーーーーー<ー<ー<ー<ー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーッ ニ ニニ ニニ ニニ ンー ンー ニーノ 


6.4. MOVCPM (ムー プ シー ピー エム ) 

FM-7 の CPZM-80 の 標準 的 な サイ ズ は 56K バ イト で す が , 一 部 の 56K バ イト 以上 の シス テム 
を 必要 と する ソフ トウ ェ ア の た め に , 60K バ イト の CP ノ M-80 も す サポ ー ト し て いま す . 本 コマ ンド 
は その 60K バ イト の CPM-80 を メモ リ 上 に ロー ド す る も の で す . '" す 

3 


@ 援 能 
60K CPZM-80 を メモ リ に ロー ド し ます . 


@ 措 壇 2 


MOVCPM 60 * 


(入力 例 ) MOVCPM 60 * 


人 @ 説 明 ャ ーー 
キー ボー ド よ り MOVCPM 60 * 【 入力 する と, 1 
れ て 次 の よう に 表示 きれ ます . 


>MUVCPM 60 * 


CONSTRUCTING 60K CP/M vers 2.2 
READY FDR SYSGEN' R 

"SAVE 34 CPM60 .COM" 

2 


こ 座 ゞ 
ーー ニニ ニニ ニニ ニラ ニー ニー ニラ ーー こっ 第 6 将 トラ ンジ ェ ン トコ マン ド 


6.5 PIP (ピッ プ ) 


PIP ュ マ ンド は ファ イル を コピ ー す る た め の コ ユマ ンド (プログラム ) で す . ファ イル の コピ ー は 
一 杉 の ディ スク の 内 で も , 異な っ た ディ スク の 間 で も 行う こと が で きま す . 

PIP コマンド は , ディ スク 上 の ファ イル だ け で な く 入 出力 装置 に ファ イル の 内 容 を 転送 (コピ ー) 
2 に Ei でき ます 』 こ に の こと に よっ て , ファ イル の 内 容 を グリ ンタ に 出力 し た りす る こと も 可能 
KO09 記 

また , PIP コマ ンド に は 各種 の オプ ショ ン 機 能 が 用 意 き れ て ぉ おり, コピ ー を する 際 に 特殊 な 処理 
を 行わ せる こと も で きま す . オプ ショ ン 機 能 に つい て は 6.5.6 項 を 参照 し て 下さい. 


6.5.1 単 二 ファ イル の コピ ー 
る 拉 能 
ファ イル の っ ュ ピー を 作成 し ます . 


@ 構 女 


PIP filespec 1 三 filespec 2 


(入力 例 ) PIP NEMFTLE . TXT=HLDFILE . TXT 
PTP B:MYFILE .DaT=A:MYFILE .DaT 
filespec 1 と filespec 2 の ファ イル 名 が 同じ で あり , それ ら が 異な る ディ スク 上 に 存在 する な ら 
ば , 一 方 の ファ イル 名 を 省略 する こと が で きま す . た だ だし, この 場合 は ドラ イブ 指定 (d : ) を 省 
略す る こと は で きま せん . 


。 PIP  d: 三 filespec 2 
| DESG@ 1 三 @8 


ei52 棚 op ナリ に 

本 22 ご 2 フン 22/ Peoo1EC03S8OG フ ァイル 
(ディ ステ ィ イネ ーション ファ イル ) に コピー し ます 。 ソー ス フ ァ イル (filespec 2) の ファ イル 名 と 
デイ ステ イネ ーション ファ イル (filespec 1) の ファ イル 名 が 同じ 場合 に は 。E ち ら か の ファ イル 
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名 を 省略 する こと が で きま す . た と えば , PIP B: =A: MYPROG. COM | と 入力 し た の は 。 
PIP B: MYPROG. COM=A : MYPROG. COM [ 呈 と 入力 し た の と 同じ 意味 に な り ま す . 
SYS/DIR 属性 な む よ び RW/RO 属性 は ファ イル と いっ し ょ に コピ ー き れ ま す 。 つ まり 。 デ イィ イ 
ステ ィ イネ ーション ファ イル は ソー ス フ ァ イル と 同じ 属性 を 持ち ます . 
(1) コ ピー 後 の ベ リフ ァ イ (照合 ) チェ ッ ク 
ファ イル を コピ ー し だ あと に コピー が 正しく 行わ れ た か どう か を 確か め る た め に 上 記 有 講 を 
行っ た あと の 2 つの ファ イル の 内 容 を 比較 し て テス ト す る こ と が で き , この 機能 を べり フカ イ 
機能 と 呼び ます . ベリ ファ イ を 行う 時 に は ソー ス フ ァ イル (filespec 2) の あと に 【V〕 を 付け て 
V (ベリ ファ イ ) オプ ショ ン を 指定 し ます . 例 を 次 に 示し ます . 


>PTP B:=a:MYPRUG .CHM[V] 


ベリ ファ イ を 行う と コピ ー 時 間 が 多少 長 パ (か か る よう に な り ま す が , 確実 に コピ ー で きた こ ニン 
と が 確認 び で きる た め , た いせ つ な フ ァイル の ユ ピ ー な ど に 用 いる と よい で し ょ う . ら 


(2) すでに ある ファ イル の コピ ー 

ファ イル を コピ ー す る 時 に , ディ ステ ィ イネ ーション ファ イル と し て で 指定 し た ファ イル が すず で 
に 存在 し て いる 4 場合, PIDP ユマ ンド は を その ファ イル の 内 容 を 捨 で る っ て 新しい ファ イル (コピ 
ー し た ファ イル ) と 置き 替え ます . た だ し , 既存 の ディ イス テイ ネー ショ ン フ ァイル が RO ( 読 
今 取り 専用 ) 属性 の 時 に は , 次 の よ うに 表示 し て , その ファ イル を 削除 し て よい か か を 問 。 
い 合 わせ て きま す . 『 


DESTINRTION TS _R/ ロ 」 DELETE 〈Y/N)? 


テア 
理 - 


NA 入 する と = ピ ビニ は 


1 oo ) 属 仙 の ァイル を 無 罰 し ます の で 。 の ほ 計 RSYS 
RIE2ZETRSERR ら (SoC 8 8 SSNS/ 民 記 の 2 (200250082RGNL 
スラ ァイル (fespec 2) の あと に (R) を つけ ます | 


ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー 第 6 童 トラ ン ジェ ント コマ ンド 


A>PTP a:=B:MYSYSFL .CUM[LRJ 


6.5.2 複数 ファ イル の コピ ー 
@ 援 能 
あい まい な ファ イル 指定 を 用 いる こと に よっ て , 対応 する 複数 の ファ イル を コピ ー し ます . 


@ 構 文 


PIP d: 三 filespec 


(入力 例 ) PP B:=a:PRUG.* 回 
PITP B:=:DaATA??.DaT 


@ 説 明 

あい まい な ファ イル 指定 (filespec) に 対応 する ファ イル (ソー ス フ ァ イル ) を d: に て 指定 き 
れる ディ スク に , ソース ファ イル と 同じ 名 前 (ファ イル 名 ) に て コピ ー し ます . 

コマ ンド を 入力 する と, 次 の よう に 現在 コピ ー し て いる ファ イル を 表示 し な が ら , filespec に 
対応 | る ファ イル を 次 々 と コピ ー し て いき ます . 


人 A>PTP B:=R:*※.CUNM 


giMHINB 軒 
MDVCPM .CUM 


コピ ー ク の フーン Bis の 272 の SYS (シス テバ) 属 尾 の ファ 
イル の コピ ー に つい で は 前 項 (6.5.1) を 参照 し て ドド さい 。 


た 生ま 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー こ ーーーーー こ ーーー~ー 


6.5.3 ファ イル の 連結 
@ 失 能 
ソー ス フ ァ イル と し て 指定 し た 複数 の ファ イル を つなげ て 1 つの ファ イル と し て で コピー し ます . 


@ 構 


し 
や 


PIP filespec 1 = filespec 2, filespec 3 1 filespec 4 


(入力 例 ) PIP LUNGTEXT . TXT=FILE1 .TXT、FILE2.TXT 


@ 説 明 
filespec 1 に て 指定 され る ファ イル (ディ イス ティ イネ ーション ファ イル ) へ , filespec 2。 filespec 8. 
ーー に て 指定 され る ファ イル を 連結 し て コピ ー し ます . ファ イル の 連結 は fisspee2 0 
の 順 で 行わ れ ま す . す 
連結 する ファ イル の 数 に 特に 制限 は あり ませ ん が , コマ ンド 名 PIP を 合 MG 
「 の 女 字 の 長 さ が 128 文字 以下 で な く て は な り ま せん . 
ファ イル の コピー が 行わ れ て いる 時 に , キー ボー ド か ら 任意 の 文字 を 入力 する コピー ( フ 7 
イル の 連結 ) を 終了 し ます . し た が っ て , 電 人 MP の 
ES2I(5 し が (て C は が なり は 2/ 紀 
フ テ ァイル の 連結 に な いて は , 各 ソ ツー ス フ ァ イル の 後に 1 つま た 1 の 
こと が で きま す . 例 を 次 に 示し ます . 


> ご So ゝ 5 ゞ 
ーー ニー ニー ニー ニー ンー 、 っ 第 6 意 恨 ラ シン ン シェ ント コマ ンド 


PIP filespec 1 三 filespec 2 


PUN : RDR ・ 
CON : CON : 
PRN : NUL : 
BSI 剛 。 E⑨ 民 


(入力 例 ) PTP LST:=A:MYTEXT .TXT 
PTP CUN: =RDR : 


人 @ 説 明 
この 形式 は PIP コマ ンド の 特殊 な 形式 で あり , ファ イル (ディ スク ファ イル ) を ディ スク か ら 
入出 力 装 置 へ , 入出 力 装 置か ら デ ィ ス ク へ , ある い は 入出 力 装置 か ら 別 の 入出 力 装置 ヘス コピー 
(転送 する こと が で きま す . 
入出 力 装置 の 指定 は , 論理 入出 力 装 置 名 を 用 いま す (本 編 第 3 章 を 参照 ). 論理 入出 力 装置 に は 
次 の 4 つが あり ます . 
(1) CON : コン ソー ルス 入出 力 装置 , 入力 は 一 般 に キー ボー ド , 出力 は ユン ソー ル 画 面 . 
(2) RDR : 補助 入力 装置 . 
(3) PUN: 補助 出力 装置 . 
(4) LST : リス ト 出 力 装 置 。 一般に プリ ンタ 装置 . 
NUL : , EOF : , PRN : の 3 つ は 実際 の 入出 力 装置 で は あり ませ ん が , PIP コマ ンド の この 
形式 の 時 に の み 意 味 を 持つ 入出 力 装置 で あり , 次 の よう な 意味 や 持ち ます . 
(1) NUL : 40 個 の NULL コード ($00 コ ー ド ) を 作成 する 入力 装置 . 
(2) EOF : 1 っ の -Z 文字 ($1A) を 作成 する 入力 装置 
-Z 文字 は CP/M-80 の ファ イル の 終了 を 示す 文字 と し て 使用 きれ て い 
e サ 5 
(3) PRN : 8 桁 ご と の タブ 拡張 機能 を 持ち , 行 番号 の 印字 , 60 行 ご と の 改 ペ ー ジ (ホー ム フ 
ィ ー ド ) を 行う プリ ンタ 装置 . 実際 の 出力 は LST : と 同じ プリ ンタ に 出力 る れ 
69 ひも 
入力 装置 (ツー ス 装 置 ) と し て CON : を 指定 し た 場合 一般に キー ボー ド か ら デ ー タ が 入力 
され ます . 入力 を 終了 する 時 に は -Z を 入力 する こと に よっ て 行い ます 。 ま た, 入力 装置 
が キー ボー ド 以 外 の 時 に は コピ ー (転送 ) を 行っ て いる 時 に , キー ボー ド か ら 任 意 の 婦 字 を 入力 
ある と コピ ー を 終了 し で CPZM-80 の コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー こ ーーーーーーーーーー こ ーー プーー こ ーー ーーーー こ ーー ーーーーーーーーーーーーーー こ ーー ここ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


6.5.5 多重 コマ ンド モー ド 
@ 失 能 
PIP コマ ンド を 何 回 も 続け て 使用 する 場合 に 。 PIP コマ ンド を 多重 コマ ンド モー ド に て 起動 し 
て お いて , 転送 の 指示 を 入力 する こと が で きま す . 多重 コマ ンド モー ド で は コピ ー の 都度 , PIP 
コマ ンド の プロ グラ ム 自 身 が メモ リ に 読み 込ま れる こと が な いた め 処 理 の 効率 シセ 上 上 げ る こと が で 


きま す . 


構文 


(入力 例 ) PrP 


人 @ 説 明 
PIP [ 語 と 入力 する と PIP ユマ ンド が 多重 コマ ンド モー ド に て 起動 さて ます . コマ ンド を 受け 
付け 可能 な 状態 に な る と , PIP プ ロン プ ト と し て アス タリ スク (*) が 表示 され ます . コー 
a>PTP 
氷 


ソト の 計 こ 回 *ー ー の み を 入力 す 4 ほ 、PIP コマ ンド を 終了 し で 
_ 戻り ます . 9 


ーー ーー いま いか ヽ * Sa 
ーーーー こ ーーー ニー マー ニー ニー ニー っ ニニ ニニ ニニ ニニ ーッ ー ニ ュー ニー ニニ ニニ ュー ニュ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ンー ニー ンー ニー っ 第 6 音 ドラ シン ジェ エン ドコ マン タタ ド 


6.5.6 PIP オ プシ ョ ン 

ォ プ ショ ン 機 能 を 用 いる こと に よっ て ファ イル の 内 容 を いろ いろ な 方 法 で 加工 し な が ら コ ピー し 
6 の お 主 2ー が IE 休め わ 邊 だ が どう か を 確認 し た りす る こと が で きま す , 

オォ オプ ション は , それ が 逐 響 あおむ およぼす ファ イル また は 入出 力 装置 の すぐ 後に 指定 し な く て は な り 
ませ ん . まだ た 、 オ プシ ョ ン は 1 つ だ け で な く 複数 の 機能 を 同時 に 指定 する こと が で き , 全体 を カギ 
カッ コ ([ 〕) に て 囲み ます . 

PIP ユマ ンド に て 使用 で き る オプ ショ ン を 以下 に 示し ます . 


Dn 


N 2 


100 


行 の 先頭 か ら n 文 字 目 以降 の 文字 を 削除 し ます . これ は , ソー ス フ ァ イル の 中 に 目的 
装置 (プリ ンタ や ュ ン ソー ル ん 画面 な ど ) で は 取り 扱う こと の で き な い よう な 長い 行 が 合 
まれ て いる よう な 場 合 に 使用 し ます . 

コン ソー ル (CRT) 画面 に 現在 コピ ー し て いる 内 容 (文字 ) を 表示 し ます . ソー ス フ 
ァイル は テキ スト ファ イル (表示 また は 印字 可能 な 文字 に て 構成 きれ た ファ イル ) で な 
( 電 は が 60 りん 

フォ ー ム フィ ー ド ( 改 ペ ー ジ ) が 行わ も れ な い よう に し ます . ソー ス フ ァ イル の 中 が から 
フォ ー ム フィ ー ド ($ 12) を 削除 し て ディ ステ ィ イネ ーション ファ イル ヘコ ユ ピ ー し ます . 

16 進 ファ イル 形式 の ファ イル を コピ ー す る 時 に それ が 正しい 形式 で ある か どう か を テ 
スト し て , エラ ー が あれ ば その 結果 を 画面 に 表示 し ます . 

Intel 16 進 形式 ファ イル を コピ ー し て いる 時 に : 0 0 レコ ュー ド を 無視 し ます . この オ 
プシ ョ ン を 指定 する と 自動 的 に H オ プシ ョ ン も 指定 きれ ます . 

ツー ス フ ァ イル 中 に 含ま れる 英 大 文字 を すべ て 英 小 文字 に 変換 し て コピ ー し ます . 

各行 の 先頭 に 行 番号 を 追加 し て コピ ー し ます . 行 番号 は 1 か ら 始 まり 1 つ ず っ つ 増加 し 
ます . また 行 番号 の 後に は コロ ン ( : ) が 置か れ ま す . 

各行 の 先頭 に 行 番号 を 追加 し ます . 行 番号 に は 先行 で ぜ ロ が 追加 され , 行 番号 の あと に 
は タブ (TAB) が 挿入 され ます . 
機械 コー ド (印刷 可能 な 文字 以外 の デー タ ) ファ イル の 指定 . PIP コ マン ド に て ファ イ 
イル の 連結 , 入出 力 装置 間 で の ファ イル の 転送 を 行う 時 に ファ イル 中 に |cTRL|-Z コー 
ド ($1A) が 見 つか る と その 時 点 で ファ イル の 転送 を 中 止 し ます が , この オプ ショ ン を 
付け る こと に よっ て |CTRL| -Z コー ド を 無視 きせ る こと が で きま す . 
ペー ジ 長 の 設定 を し ます . この オプ ショ ン が 指定 きれ る と ソー ス フ ァ イル の n 行 ご と 
(2 ニー バン ルー リド 四 (C< ペ ニン / 財 Sc つ NI(SI 訴 2 し 8 ず 。 JP 補 グ 多 ョ ジ 環 島 詞 
定 し た 時 に は ツー ス フ ァ イル か ら フ ォ ー ム フィ ー ド を 削除 じ で か ら 6n 行 ご と に フラ ォ ー ム 
フィ ー ド を 挿入 する た め , ペー ジ 長 を 次 更 る に し が で きま す . 


マーー て ーー イー イー イーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー こ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー こ ーーー~ 


Qs 文字 列 (スト リン グ ) S を コピ ー し た 後に コピ ー を 中 止 し ます . 廊 字 列 S は [CTRL| 
-Z に よっ て 区 切ら れ た 任意 の 文字 列 で す . オブ ジェ クト ファ イル に は 文字 列 S ま で コピ 
ー さ れ ま す . 計 - 
R SYS (シス テム ) 属性 ファ イル を 読み 取り ます . PIP コ マン ド は 通常 SYS 属性 の ファ 」 
イル を 無視 し ます が , この オプ ショ ン を 用 いる こと に より , SYS 属性 の ファ イル も DIR 
属性 の ファ イル と 同じ よう に コピ ー す る こと が で きま す . 
Ss ソー ス フ ァ イル より 文字 列 (スト リン グ ) S を 見 つけ だ し , を そこ か ら コ ピー を 開始 し 
ます . 文字 列 S は -2Z に よっ て 区 切ら れ た 任意 の 文字 列 で す . オプ ジェ クト ファ 
イル に は 文字 列 S ら か ら コ ピー され ます . 


Tn n 桁 ご と に タブ (TAB) を 拡張 し ます . 
U ソー ス フ ァ イル 中 に 含ま れる 英 小文字 を すべ て 英 大 文字 に 変換 し て コピ ー し ます . 

V ペリ ファ イ ( 吹 会 ) チェ ッ ク る 2639 各 
W RO (読み 取り 専用 ) 属性 ファ イル へ の コピ ー を し ます . ディ イス テイ ネー ショ ン フ ァ イ ー 


ル が すでに 存在 し . か つ そ れ が RO 属性 を 持っ て いる 時 に 通常 は を の ファ イル の 上 に デ 
ー タ を 書き 込ん ど よ いか どう か を ユー ザ に 確認 し ます が , この オプ ショ ン を 指定 2 に 
と に より , 確認 な し で 強制 的 に 書き 込み ます . 
の ツー ス フ ァ イル の 各 バ イト (文字 ) の 最上 位 ビ ッ ト を マス ク し て 強制 的 に で ロ に し ま 
す . 委 . 三 よー 


イ > リウ て 給 ゃ 反し で | 琴 

了 人 KA アー 
イソ た まれ | 寺 / 8 
| 時 2 2 だ 2 員 『 名 


トト ま 


ya ゞ 
2 る 
有明 テ ニ ー ニ ニ ニ ニニ ニニ ニニ ニニ シテ ニ ニニ ニニ ニー ララ ニニ ニニ ニテ テー テー ニーi10E 還 トシ ジン ジェ ント コマ ジン トト 


6.6 SDCOPY (エス ディ コピ ー) 


SDCOPY コマ ンド は フロ ッ ピ イデ イス ク ド ラ イブ が 1 ドラ イブ の み 実 装 る きれ た シス テム に お い 
て , ディ スク の ユ コピー を 行う コマ ンド で す 。 本 コマ ンド で は ,。 ディスク の 内 容 を モク タ ご と に その 
まま コピ ー す る の で , ファ イル の 記憶 装置 や ず ィ スク の 空き 領域 を 含め て まっ た 〈 同 じ 内 容 に コピ 
ー さ れ ま す . 


人 @ 拉 能 
ジン ABS ジン 52 シシ 2 ペン ドミ フン に 6 の イベ ペグ の 4 王 沈 和 有 IO は N9Y 


@⑯ 構 文 


SDCOPY 


(入力 例 ) SDCOPY 


誤 


me @⑯ 明 
SDCOPY コマ ンド で は , ドラ イブ A に ソー ス デ ィ ス ク (ユビ ピー 元 の ディ スク ) と デイ ステ イネ ] 
ーション ディ スク (コピ ー 先 の ディ スク ) の 交互 に 挿入 し な が ら 5 ディスク の コピー を 行い ます . 


@ 操作 手順 
キー ボー ド よ 9 SDCOPY [ 避 | と 入力 す る と 本 コマ ンド が 起動 され ます . 


M 


つこ 


に 


の 


>SDCUPY 


SingLe Drjive VoLcopy V1.0 


Verify Hption 〈(Y/N) ? Y 


① 


SOurCe disk nn drive R: 


Ready 〈Y/N) ? Y 回 還 間 Es ーー ーーーーーーーーーーー-( の ) 
Reading Track n 


Destination disK nn drive 人 : 
Ready 〈Y/N〉) ? Y 
Copying Track n 


( 


GO Next 〈Y/N〉) ? N 


③ 


SysStem disk nn drive R: 
Ready 〈Y/N) ? Y 


和 有 > 


珍 ー デ 


① Verify Option (Y ン N) 
コピ ー を 行っ た 後に 。 ベ リフ ァ イチ ェ ッ ク を 行う か どう か を 指定 し ます 。Y ょ 入力 する ほ ペ 


リフ ァ イ チ ェ ッ ク が 行わ れ , N と 入力 する と 行わ れ ま せん . 
② Source disk…….Ready (マン N)? 
ツー ス デ ィ ス ク (コピ ー 元 の ディ スク ) を ドラ イブ A に 挿入 し て か ら 
入力 する と ディ スク か ら の 読み 込み が 行わ れ ま す . ET 
③ Destination disk……Ready (Y ノ N) ? 
ディ イス ティ イネ ーション ディ スク ( ュ ユ ピー 先 の ディ スク ) を ド 
人 し 8 字 。 避 2 ジイ スク へ の 書き 込み が 行わ れ 。 さ 


④ Go Next 選 / N) 
② と ⑧ の 操作 を 繰り 返 


「 コ マン ド を 終 町 する た め に 引 ド ドラ イク IA に シス テバ メイ スク を 畠 久 引か が ら IYI と 
II3 Y と 入力 する 5 リブート が 行わ れ 』 CPZ/ZM-80 の コマ ンド レベ ル に 戻り ます 


注意 ②③⑧ の 入力 に お いで N と 入力 する と コピー が 途中 で 中 所 る れ で 引 ④ の 入力 で 移り は ます 


w ミ メ 
S。 ヽ ヽ 
ニー ニー ンー と ニニ ーーー ジー ジー ニー ニン ーー ペー ンー 第 6 意 トラ ンジ ェ ン | 民 ニ ジジ 人 ド 


6.7 STAT (スタ ッ ト ) 


STAT コマ ンド を 使用 し て ,。 デ イィ イス ク や ファ イル に 関し て の 情報 を 得 た より , ディ スク や ファ イル 
の 属性 や 状態 を 設定 する こと が で きま す . 


6.7.1 ディ スク の 未 使用 領域 の 表示 
@ 失 能 

ディ スク の 未 使用 領域 表示 し ます . 

@ 構文 


STAT lid:l 


(入力 例 ) STAaT B: 
STaT 


人 @ 説 明 
d: に よっ て 指定 され た ドラ イブ の 未 使用 領域 を 次 の よう に 表示 し ます . 


2STaT B: 


Bytss Remaining Hn B: 236K 


、STAT |[ 訓 と 入力 す る と , を の 時 点 で アク ティ イブ な ディ スク の RO ノ RW 属性 し 未 使 用 和 
er に 』 5 


RW は を の ドラ イブ が 読み 半 き 可能 な 状態 に な っ て いる こと を 示し ,RO は る の ドラ イブ の デ 
4 スク を 入れ 符 え だ た だり し た こし に よっ で 書き 込み 禁止 状態 ほな つっ C い 2 に L を 示し ます 


マー マズ イイ マー マー て ーー ニー マー マー マー マー マー<ー こ ーーーーーーー<ーーーーー ン ーッ ンー ンーーーー ン ーーー ンー っ ニン テン ーー ニン ーー ンー ンー ニーーーーーー… 


6.7.2 ファ イル の 大 き さ と 属性 の 表示 
@ 失 能 
指定 さき され た ファ イル の 大 きき と RW ン ノ RO 属 性 を 表示 し ます . ' 


@ 構 文 


STAT filespec |$SIl 
ト 
半 
(記入 例 ) STAT MYPRUG.COM 5 
STAT HURDATA.* 4 
STAT B:PRUG??.* 1 
@ 説 明 
あい まい な ファ イル 指定 (filespec) に 対応 する ファ イル の 大 きき と 属性 が 次 の よう に 表示 きれ 
ます .。 


>STRT *.CUNM 


Recs Bytes Ex Rcc 
60 8K R/M :PRUG-1 . CHM 
64 8K R/M iPRUG-2 . CHNM 
38 6K R/M :PRHG-3.CHM 
6 2K R/U 8:TABLE-1 .TBL 
14 2K R/M 8:TABLE-2 .TBL 
Bytes Remaining Hn : 160K 


月 > 


レ ュ ー ド 数 を 示し ます . 


占め る 大 きる を 表わし ます . 
書き 可能 ) 属性 を 。R/O は Read Only (読み 出し 
YS (シス テム ) 属性 の ファ イル 名 に カッ コ を 付け で 表示 


っ 9 二 ヽ こみ 2 * * で 
ーー ニー ニー ニー ニー ンー ンー ーー ンー ンー フン 第 6 章 トラ ンジ ェ ン トコ マン トド 


ファ イル 指定 (filespec) の 右 に $ S を 付け て サイ ズ オ プシ ョ ン を 指定 する と 次 の よう に Size の 
欄 が 表示 され ます . 


>STAT RNDFILE.BIN $S 


Size Recs Bytes Ex RCC 


72 62 8K ] R/U 8:RNDFILE .BIN 
Bytes Remaining Hn 8: 120K 


有 > 


Size の 下 の 値 は 。 フ ァイル の 論理 的 な レ ュ ー ド 数 を 示し て いま す . その ファ イル が シー ケン ンジ 
ャ ル な ファ イル の 時 に は ,。 ファ イル の 大 きき (Recs の 下 の 値 ) と 一 致し ほす が , ラン ダム ファ イ 
ル の 時 に は 。 ファ イル の 最後 の レコ ュー ド の レ ュ コー ド 番 号 を 示し ます . 


6.7.3 ファ イル の 属性 の 設定 


信 援 能 
指定 きれ た ファ イル に RO, RW, DIR, SYS の いずれ か の ファ イル 属性 を 設定 し ます . 


@ 構 文 


STAT filespec 1$R/Z01$R/ZW| $DIR | $SYSI 


(入力 例 ) STAT MYFILE.TXT $R/M 
STAT MYPRUG.* $R/H 
STAT SYSPRUG.CUM $SYS 


@ 計 明 

filespec に 対応 する ファ イル を RO (読み 出し 専用 ) 属性 , RW (読み 書き 可能 ) 属性 , DIR (ディ 
ンク トリ ) 属性 。 SYS (シス テム ) 属性 の いずれ か に 設定 し ます . filespec に は ワイ ルド カー ド 
廊 字 を 含め あい まい な ファ イル 指定 を 行う こと が で き , 複数 の ファ イル を 一 度 に 設定 する こと が 
88898 

ラ ァ イル の 属性 は RO 属性 また は RW 属性 の いずれ か 一 方 と , DIR 属性 また は SYS 属性 の い 
ずれ か ヵ か 一 方 を 持つ こと が で き , RO 属性 し RW 属性 の 両 旋 を 持つ と いつ た こと は で きま せん . 

ファ イル に 属性 を 設定 する 時 に STAT ュ ユマ ンド は 次 の よう に 属性 を 設定 ある ファ イル 名 を 表 
示し な が ら 行 いま す . 


層 


106 


ーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー 


>STRT MYPRUGS .* $R/H 


MYPRUGS .CUM set to R/D 
MYPRUGS . HVL set to R/U 
MYPROGS . TXT set tn R/H 
朋 > 


6.7.4 物理 入出 力 装置 の 論理 入出 力 装 置 へ の 割り 当て 
@ 失 能 
物理 入出 力 装置 を 論理 入出 力 装 置 へ 割当 て ます . 


で 


ーー ニーーーー 


(入力 例 ) 


信 説 明 

CP ン M-80 の 持っ て いる CON : ,RDR : 。 PUN : ,LST : 
て , それ ぞ れ の 物理 入力 装置 を 対応 きせ ます 。 装置 
うに な っ て いま す . 


力 装置 


(⑳ LST : リス トカ 


物理 入出 力 凌 置 
⑪) CON : コン ッ ソール 入 出力 
TIDY : RS-2326 (ポート 0 = イン タフ ェ ニ スカ ニ ド ) 回 線 央 出力 


ジャ クハ ヽ ヽ Na 
ーー ニニ ニニ ニー ニニン 意 トラ ンジ ェ ン トコ マン ド 


ーー<ー 


CRT : CRT 画面 出力 、 キ ー ボ ー ド 入力 
BAT : CRT 画 面 出力 , キー ボー ド 入 力 
UCI : CRT 画 面 出 力 , キ ー ボ ー ド 入力 

(2) RDR : 補助 入力 
TTY : RS-232C (ポー ト 0 = イン タフ ェ ー ス カー ド ) 回 線 入力 
BNR 評 細雪 ボ 王 ド 改 力 
UR1 : RS-232C (ポー ト 1 ) 回 線 入力 
UR2 : RS-232C (ポー ト 2 ) 回 線 入力 

(3) PUN : 補助 出力 
TTY : RS-232C (ポー ト 0 = インタフェース カー ド ) 回 線 出力 
PTP : CRT 画面 出 カ 
UP1 : RS-232C (ポー ト 1 ) 回 線 出力 
UP2 : RS-232C (ポー ト 2 ) 回 線 出 力 

(0 主 US 作 二 還 り NR 出力 
TTY : RS-232C (ポー ト 0 = イン タフ ェ ー ス カー ド ) 回 線 出力 
CRT : CRT 画 面 出 カ 
LPT : ブリ ンタ 出力 
UL1 : CRT 画 面 出力 

また , CP/M-80 起動 時 に は , 次 の 割り 当て に 初期 設定 され ます . 


⑯0N = CR : 
RIDR 還 呈 三 PANR 記 る la 
PUN : = PTP : 。 誠 
jLSMU 8 戸 凡 史 8 
6.7.5 論理 入出 力 装置 の 割り 当て の 表示 (で 
IN NO 洗 


介 説明 
綱 理 入出 力 装置 へ の 物理 入出 力 装 置 の 割 当て が 次 の よ うぅ に 表示 きれ ます . 


攻 


人 2STRT DEV: 
CEMNE 1S 6RT2 
RDR: is PTR: 


PUN: 1s PTP: 
31 oi 
8> 


6.7.6 ドラ イブ の 読み 取り 専用 ステ ー タ ス へ の 設定 
人 @ 拉 能 


指定 され た ドラ イブ を 読み 取り 専用 (リー ド オ ォ オン リ ) ステ ー タス に 設定 し まず 


人 @ 構 


文 


STAT d:=R ブ 0 


(入力 例 ) 


STaT _B:=R/H 


品 


明 
d ・ に よっ て 指定 され だ ドラ イブ を 一 時 的 に 読み 取り 専用 ステ ー2 ス 

取 ) 専用 ステ ー タ ス は , ディ スク を 交換 し た 時 に リプ ー ト を 行わ な か っ 

り 専用 ステ ー タ ス と 同じ で あり , 構 -C と 入力 し て り ワ コト を 祭 


ず 。 『 hd 和 : 短 1 0 お 表 


_8 字 ディ スク の 内 部 情報 表示 ニー 
gm を co の と 


STAT ld:l 


(入力 例 STAT 8:DSK: 


OZ 表記 
ンー ーーーーーーーーーーーーーーー ン ーー 第 6 曹 トラ ンジ ェ ン トコ マン ド 


@ 説 明 
ディ スク の 内 部 情報 が 次 の よう に 表示 され ま す . 


A>STAT iDSK: 


: Drive Characteristics 
2432: 128 Byte Recnrd Capac 1 キッ 
304: KiLobyte Drive Capac1it ッ 
128: 32 Byte Directnry Entries 
128: Checked Directory Entries 
256: Recards/ Extgn 
16: Recards/ BLocKs 
64: Sectnrs/ TraCKS 
2: Reserved TraCKS 


6.7.8 STAT コマ ンド と 装置 名 の 表示 
@ 援 能 
STAT コマ ンド の 機能 の 概略 を 表示 し ます . ] 


人 人 構 文 
(入力 例 ) STAT VAL: 2 Et 
@ 説 明 「 


STAT VAL : [ 加 と 入 力 す 4 と 次 の よう に 表示 きれ ます . 


USe 叶 SEatuS 還 語 当 USRI: 
robyte assign: 。 
弓 TUY8 (Ws 
紀 TIY8 過 恨 8 


所 TUYV8 PPs 
己 TUVY8 (RW8 


6.8 SUBMIT ( サ プ ミ ッ ト ), XSUB (エッ クス サブ ) 


SUPBMIT コマ ンド を 用 いる こと に よっ て , 本 来 は キー が が キー ボー ド か ら 6 入力 す る CP ン ML-80 


の コマ ンド を , ファ イル (サブ プ ミ ッ ド ファ イル ) LU 力 2 に 2 は 5 ヨコ の に 0( に まま ce 
複 数 の コマ ンド を 自動 的 に 実行 (バッ チ 処 理 ) する こと が で きま す . また , XSUB と い 5 特殊 な コ 2 
マン ド を 実行 する こと に よっ て , ED (エディ タ ) の 編集 コマ ンド の よう な キー 入力 6 サブ プ ミ ッ ト 『 
ファ イル か ら 6 入力 る され る よう に な り ま す . 2 


借 機 能 
サ プ ミ ッ ト フ ァイル に 入っ て いる 複数 の CPM-80 ユマ ンド を 順次 自動 的 に 実行 し ます . 


@ 構 文 


SUBMIT filespec |parameters | 


(入力 例 ) SUBMIT TUDAYJB 
SUBMIT MYJHB MYFILE RA: 


人 @ 説 明 H 4 る ず 、 
filespec に て 指定 され る サブ ミット ファ イル の 中 に 合 ま れる 複数 の C 2 ウジ | 
的 に 実行 し ます . サブ プ ミ ッ ト フ ァイル の < ク 2: PP 
filespec の 後に , 英 数 字 む よび 特殊 記号 か の ら な る パラ メー タダ 的 
で 区 切っ て 9 つま で 指定 する こと が で き , を : 1 
か ら 6$ 9 の パラ メー タ ( 仮 パ ラメ ー タ ) と 置き 換え られ ま ナ . 
イル (09S0S SU005) が 6 の る 6 る し 8 ず 。 


2 っ の ンド 
ジジ ジン ジジ ンー ンー ニン ニン ニン ーーーー……'25.05 界 議 選 ジン ジン デン ト ュ マン 


中 2 


この 場合 に 。SUBMIT TEST MYPROG FILE 1. ASM FILE 2. ASM 回 内 炭 久 9 の 55 
$ 1 が MYPROG に , $ 2 $ 3 が それ ぞ れ FILE 1. ASM, FILE 2. ASM に 置き 換え られ て 
2 の 2 が RUI は か 。 


PIP MYPRUG . ASM=FILE1 .RSM,FTLE2 . SN 
ER _MYPRHG .BAK 


人 SM MYPRUG 
PIP LST:=MYPRUG .PRN 


サブ ミッ ト フ ァイル の 中 の 仮 パ ラメ ー タ ($1 一 $9) の 数 より も , コマ ンド ティ ル (filespec の 
後 ) に 入力 され た パラ メー タ の 数 の 方 が 少な い 場合 に は , 残り の 仮 パ ラメ ー タ ($ n) は 除去 る れ 
ます ( 空 娘 字 列 に 置き 換え られ ます ). また , コマ ンド ティ イル に 入力 され た パラ メー タ の 方 が 多い 
場合 に は , コマ ンド ティ ル の 残り の パラ メー タ は 無視 され ます . 

サ プ ミ ッ ト フ ァイル 中 に 実際 の ドル 記号 ($) を 含ま せる た め に は , 2 つの ドル 記号 を 用 いて 
$$ と し な 《 て は な り ま せん . これ は , 仮 パ ラメ ー タ ($1 一 $9) の $ と 区 別 す る た めで す . 


⑯ XSUB コマ ンド に よる 機能 拡張 

XSUB と いう 2 特殊 な コマ ンド を 用 いる こと に よっ て , SUBMIT ュ ユマ ンド の 機能 を 拡張 す る こ 
と が で きま す . XSUB コマ ンド は サ プ ミ ッ ト フ ァイル の 先頭 に 指定 し ます . XSUB ユマ ンド が 実 
行 る され る と , それ 以降 の サブ プ ミ ッ ト フ ァイル 中 の コマ ンド に よる キー 入力 は , コン ツー ル (キー 
ボー ド ) か ら 5 の キー 入力 の 代り に サブ ミット ファ イル か ら 入 力 る され ます . この 機能 に よっ て , ED 
(エディ タ ) や DDT (ディ ディ ティ ) な どの 編集 コマ ンド や デバ ッ ク コ ユマ ンド を サブ ミッ ト フ ァ 
イル か ら 入 力 し て 自動 的 に 実行 きせ る こと が で きま す . 


⑯ SUBMIT コマ ンド の 終了 

SUBMIT コマ ンド は , サブ ミッ ト フ ァイル の 最後 の 行 の 処理 が 終了 し た 時 点 で 自動 的 に 実行 
を 終了 し , CPZM-80 の コマ ンド レベ ル に 戻り ます . また , サブ プ ミ ッ ト フ ァイル の 処理 中 で あっ 
て も シス テム プロ ング ト が 表示 され た 時 に 任意 の キー が 入力 され る と , 実行 は 中 断る れ て CP/ ノ 
M-80 の コマ ンド レベル に 戻り ます . 


@ 注 意 

駅 N 有 クア ルレ 公 は 5 導 ド R ラ ク に な が GR 和 和 因 お せま た SUBMIES マ ンド は 
突入 中 (?.3.9 SUBI い 2 ョ 時 的 公 ( ネ ン ポ ラリ リク アイ ルル を デレ スン に 作成 | まお 刀 証 画 だ 
が っ で 。 ドラ イブ A の ディ スク の ラル トロ テク トド は 解除 し で お か な 《 く で は な り ま せん , 

この $ $ $ SUB ファ イル は SUBMIT コマ ンド の 実行 終 リ 時 点 で 自動 的 に 削除 る れ ま すず す . 


6.9 SYSGEN (シス ゲン ) 
SYSGEN コマ ンド を 用 いて , CP/M-80 の シス テム を コピ ー し て 新しい シス テム ディ イス ク を 作 
成す る こと が で きま す . また , MODSYS コマ ンド な ど と 組み 合わ せ て 使用 する 時 に は , デイ スク 


か ら の シス テム の 読み 込み 。 な よび ディ スク へ の シス テム の 書き 込み の み を 行う こと が で きま す . 


@ 接 能 
シス テム の コピ ー を 行い ます . 


SYSGEN 


(入力 例 ) SYSGEN 7 に AA 軸 " 和 に 


@ 説 胃 
SYSGEN コマ ンド は CP/M-80 の シス テム を シス テム デイ スク (ツー ス 、 か 5 読 
込み 。 それ を 他 の ディ スク (ディ ステ ィ ネ ーション ディ スク ) に 書き 込む こ 
の コピ ー を 行い ます 

SYSGEN コマ ンド に て シス テム の コピ ー が 行え る の は マイ クロ : 
ニニ フロ ッ ピ イィ ディ スク に 対し て で あり , 標準 MM 
CO (ミラ 2 の シン スッ 
* PRESS283D 8 動 す る こ と が で き な い の で あま 2 遇 を 持ち ま 
・ sr cet 層 3 3 

CHT3R ま W OM 
- と 計 ま あす 1 90 よー 
AE (Er KK 喘 2 
本 < 旨 ら 2 ビス は 
ト 


ーー 


14 


人 グー ッ IN 
ーー ニー ニー<ー ニ < ニー<ー ニ ンー ニー ニー ニニ < ニニ ニニ ーー ニー ニ <ー ニ ーー ニー ニニ っ ニニ ニン ニニ ニッ ニッ ニン ニュ ニ < ニ ニニ <ー ニ ニニ ーー 系 6 叶 ト ジン パシ ルン:E キ シン / ト コッ マジ ド 


@ 採 作手 順 
SYSGEN [ 品 | と 入 力 す る と, 本 コマ ンド が 起動 され ます . 


>SYSGEN 

SYSGEN VERSIUN 2.2 

SHURCE_ DRIVE NAME 〈HR_ RETURN TH SKIP) 一 一 一 ーーーーー(①) 
SHURCE UN : THEN TYPE RETURN ② 
FUNCTIUN CHMPLETE 


DESTINATTUN DRIVE NAME 〈HR RETURN TH REBUUT) B 一 一 一 


DESTINRTTUN DN B: THEN TYPE RETURN ーッ 
FUNCTIUN CHMPLETE 


DESTTNRTTUN DRIVE NRME 〈HR RETURN TU REBHOT) 較 一 --⑨③ 
月 > 


① SOURCE DRIVE NAME (OR RETURN TO SKIP) 

シス テム を 読み 込む シス テム デイ スク (ソー ス デ ィ ス ク ) の 挿入 きれ て いる ドラ イブ 名 を 指 
定 し ます . 通常 は ば ライ ブ A を 指定 し ます の で A と 入力 し ます . シス テム の 読み 込み を 行わ な 
い 時 に は [ 同 | を 入力 し ます . 
② SOURCE ON A: THEN TRY RETURN 

ツー ス デ ィ イス ク が 指定 され た ドラ イブ (ドラ イブ A) に 挿入 きれ て いる か どう か の 確認 で す . 
を 入力 し ます . [ 司 | 以外 を 入力 する と ① の 入力 に 戻り ます . 
⑨③ DESTINATION DRIVE NAME (OR RETURN TO REBOOT) 

シス テム を 書き 込む ディ スク (デイ ステ ィ イネ ーション ディ スク ) の 挿入 きれ て いる 2 (挿入 き 
れる ) ドラ イブ 名 を 指定 し ます 、 A ま た は B と 入力 し ます . [ 避 を 入力 する 5 SYSGEN コマ 
ンド の 実行 を 終了 (リブート ) し て CPZM-80 の コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 
④ DESTINATION ON B : THEN TYPE RETURN 

ディ イス ティ イネ ーション ディ スク が 指定 され た ドラ イブ (ドラ イブ B) に 挿入 きれ で いる か と 
2 か の 確認 で す . 【 訓 を 入力 し ます . | 同 | 以外 を 入力 す 4 ほ ⑨ の 入力 に 戻り ます 


Ya 
OL 。 


イ 内 
・ 


テ コ いつ 
ラ マ (> 
ーー ee ee ーー ンーー ニ ーー ニン ンーー ニ ニー ン 17121D ち 昌 細 証し あ ン ルン オン エネ ン 人 まな っ ホン 


glU \ (エン シ ザ 2 光 ) 


\ コ マン ド は , FM-77 の F-BASIC に て 用 意 き れ て いる , CONSOLE。 CLS, COLOR。 HARDC。 ' 
KEY, KEY LIST の 6 つの コマ ンド の 機能 を CPM-80 上 で 使用 す る た だ た め の コ ユマ ンド で す 。 生還 


@ 機 能 
F-BASIC ュ マ ンド を CPM-80 で 使用 で きる よう に し ます 


(入力 例 ) \ CHNSOLE .,,.,0 


\ HARDC 


@ 説 明 
command に は 以下 に 示す 6 つの コマ ンド の と どれ か 1 つ を 入力 し ます . 
(1) CONSOLE,,, n 

n は コン ツー ルカ ラー スイ ッ チ で あり , 0 まだ は 1 を 指定 U ま が 凍 上 9 
の 単色 表示 が 行わ れ 。 0 に する と カラ ー 表 示 が 行わ れ ま す 。CP/M-=80 起動 時 
(nm=1) に な っ て いま す . また , CONSOLE コ マン ド で は ヨコ ルカ ラ 
ラメ ー タ は 設定 で きま せん , 
(2②) CLS 

画面 の 消去 (クリ ア ) を 行い ます . 
(3) COLOR CC, BC 
1 CC は 文字 の カラ ー コ ュー ド 
。 示 る れる 色 の 関係 


ただし, BC に で 指定 し た カラ ニュ コード の 背景 色 に な る の は GLS [に 必 力 2 に に 
2 の リア る れ た と き で す . 


また CC また だ は カン (妥当 B@ の いれ が 語 カ は 次 の は 2 に 首 缶 2 に が に は 9 
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\ CHLHR 2 ( , BC を 省略 ) 
衝 6BER 1 (CC を 省略 ) 
(4) HARDC n 
n は ハー ドコ ピー の モー ド で あり 0, 1, 2 の いずれ か を 指定 し ます . また , n を 省略 し た 
時 に は 0 と 指定 し た と みな る れ ま す . リー ド ュ ピー の モー ド は 次 の よう に な っ て いま す . 
0 文字 の み を プリ ンタ に ハー ドコ ユ ピ ー し ます . 
1 グラ フィ ッ ク 画 面 を プリ ンタ に 黒 , 灰 , 白 の 濃淡 レベ ル を 付け て ハー ドコ ュ コピー し ます . 
2 グラ フィ ッ ク 画 面 を プリ ンタ に ハー ドコ ピー し ます . 
(5) KEY no, string 
PF キー に 文字 列 を 定義 し ます . この 定義 は 一 時 的 な ちの で あり , 電源 が 切れ る と 失わ れ ま 
す . KEY の あと に PF キー の 番号 (no) と 定義 する 文字 列 (string) を カン マ ( , ) て 並べ ます . 
no (PF キー 番号 ) : 文字 列 を 定義 する PF キー の 番号 (1 10) で す . 
string (文字 列 ) ・ 定 義 す る 文字 列 で す . 
文字 列 は ダブ プル コー テー ショ ン (” ) に て 囲ん で 表現 し ます . また , 制御 文字 (コン トロ ー 
ルキ ー) な ど を 表現 する た め に CHR$(n) と いう 表現 を 用 いる こし も で きま す . n は 文字 の コ 
ー ド で あり 10 進 数 を た は &H を 頭 に 付け て 16 進数 で 表現 し ます . 文字 列 は プラ ス 記 号 ( 十 ) に 
て 接続 する こと が で きま す ( 例 :*ABC"+CHR$(13) ). 
文字 列 に 英 小文字 を 指定 し て も すべ て 英 大 文字 に 変換 きれ て し まい ます の て 注意 し て 下さ い . 


(入力 例 ) \ KEY 1 "MYPRHG"+CHR$(&HOD) 
\ KEY 10,"ABC"+CHR$(27)+CHR$〈(12) 
\ KEY 3, "BCDE" 


(6) 呈 KEY IPISTI 
PF キー (PF 1 一 PF 10) に 定義 きれ て いる 文字 列 を 次 の よう に 表示 し ます 、 


人 >\ KEY LIST 


DIR 

DTIR 提 : 
DIR_B: 
STaT 

E3 KBY JESU 
SYSGEN 
PTP 
FHRMAT 


1 
ク 
っ 
る 
) 
6 
4 
8 
ジ 
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APPENDIX( 付 ) 


付録 1 キヤ ラク 委 言 ド 表 
付録 の Z80 カー ド の 実装 


ーーーー ーーーーーー ニ ーー ニーー ニ ーー 
デコ イィ イィ ーーー マー テー テーーーーーーーーーーーー ニ ーー マー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ュー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ レニ レン レン ノレ 


の つ 
NO 
ドコ 
は il 
に と 
- コ 
Co 
ンー 
の 
(⑳) 
ト / 
選 


| ] 9 
| | 
| 了 | 1 ーーー! 
IfeltP os yl 3 ビー 一 XX 
9 | | | (space) 0 @ 『 | D ] | | 7 タ ヽ に 5) 
1 


@ コー ド 3$00$1F の 上 段 に 示し て ある 1 は コン トロ ー ル キー (CTRD) と の 併用 を 示し ます . 
(1 A は コン トロ ー ル キー を 押し な が ら A の キー を 押す こと を 示し ます .) 
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%2 Z80 カー ド の 実装 


CP ノ M-80 を 使用 する 時 に は , FM-77 本 体内 に Z80 カー ド が 実装 きれ て いな 《 て は な り ま せん . 
Z80 カー ド は 以下 の 手順 に て 実装 し て 下さ い . な お ,Z80 カー ド と 400 ライ ン モ ッ ト の 192KRAM 
カー ド と は , 同時 に 実装 する こと は で きま せん (同じ コネ クタ を 使用 し て いる た め ) の て 注意 する 
必要 が あり ます . 


人 @ 電源 を OFF に する 
まず , すべ て の 機器 の 電源 も OFF に し て か ら , FM- 7 本 体 の コンセント を 抜い て 下る い , 
但 オプ ショ ンコ ネ ク タ カ バー を 開け る 


オプ ショ ンカ バー を 開け て , Z80 カー ド を 実装 する コネ クタ を 確認 し て 下さ る い . Z80 カー ト 
プ " シ ョ ンコ ユネ クタ 3 の 長い 方 (40 ピ ビン) の コネ クタ に 実装 し ます . 


ーー ニー ニー ニー ニー<ー<ーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー こ ーー ニー ニー ニーー こ ーー こ ニー<ーーーーーーー ニ ーーーーー ニ ーーーーー<ー<ー<ー ニ ーー<ーーー ニ ーー ニー ニーーー ニ ーー ニーーーーー マ < マー ニー テー テー テー テー 


@⑯ Z80 カー ド の 実装 

オプ" ショ ンコ ネ ク タ 3 に Z80 カー ド を 実装 し ます . この 時 に Z80 カー ド の 部 品 面 (部 品 の 付い て 
いる 面 ) が 。FM- 7 の 前 の 方 に 向く よう に し て 下さ きい . Z80 カ ー ド 上 の ディ イッ プス イッ チ は 2 番 を 
ON に し て 下さ きい . そし て , Z80 カ ー ド が うま くく 実装 され た ら , オプ ショ ンコ ユネ クタ カバ ー を 閉じ て , 
ピル 2 セン トド 2 の 5A/G ト さい. 


8 陳 
さい 上 


念 Z80 カー ド の ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 
FM- 7 の CPZM-80 に て , RS-232C 回 線 を 用 いた オン ライ ンプ ログ ラム を 使用 する 時 に は , Z 
80 カ ー ド の ディ ッ プ スイ ッ チ の 2 番 を ON に する 必要 が あり ます . 


・ 無 断 転 載 を 袋 じ ま す 。 
・ 沙 本 乱丁 本 は お 取り 符 え いた だ し ます 。 


8407 


骨 


| 
| 


| | 


